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わが国における会計史研究の先駆的業績
~海野力太郎の「簿記學起原老」（1886）について－
中野常男
海野力太郎（1861～1944）は，わが国における会計史研究の先駆者であり，
洋式簿記（特に複式簿記）が本格的に導入されるようになって間もない，そ
の黎明期に出版された彼の「簿記學起原考」（1886）は，会計の歴史を専門的
に取り上げた単行本として，わが国で最初，そして，世界的に見ても，イギ
リスで刊行されたBenjaminFFosterのＴ"Ｏγ“〃α"dD0g池ｓｓｑ/Ｂｏｏｈ－
ｈｅｃｐｊ"ｇ…．（1852）に次ぐ，第二番目のものと位置づけられる。
本稿では，一次史料の蒐集と分析が容易でなかった時代に，海外の先行研
究に依拠するものではあったが，わが国における会計史研究の先駆的業績と
される海野の「簿記學起原老」について考察する。
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Ｉ開題
本稿の目的は，単行本として，会計の歴史を専門的に論じた，わが国で最初，
そして，世界でも第二番目のものと位置づけられる海野力太郎（纂讓）『簿記
學起原老』（1886）を考察の対象に取り上げ，その叙述内容を詳細に検討する
ことを通じて，わが国への洋式簿記の本格的導入の黎明期に登場した先駆的な
会計史研究の内容を明らかにすることにある’)。
わが国の会計の歴史を文献史的に振り返って見るとき，複式簿記を解説した
最初の著作が登場するのは，１８７３（明治６）年のことである２１．この年の12月
に刊行された「銀行簿記精法」（全５分冊）－これは，わが国における近代
的銀行の噴矢となる第一国立銀行の設立・開業に伴い，当時の大蔵省から銀行
簿記の統一マニュアルとして，お雇い外国人であったイギリス人（スコットラ
ンド人）のAlexanderAShandが講述し海老原済と梅原精一が邦訳したも
の－がそれにあたる３１。
この『銀行簿記精法」の刊行に先立つ1873年６月に福澤諭吉の「帳合之法』
－これは，アメリカのHenryBBryantとHenryDStratton，ＳｉｌａｓＳ・
Packardによる簿記書Ｂ柳"Ｍ"。Ｓ〃"0"ＳＣＯ加加o〃Ｓｃﾉjoo／BCCA‐
hcePi"g;….（lsted.,1861）の邦訳書一が出版されているがそれは，全
４分冊からなる同書のうち，単式簿記（｢略式｣）を解説した前半の２分冊（｢初
編｣）のみであり，複式簿記（｢本式｣）を解説した後半の２分冊（｢二編｣）の
刊行は翌1874年６月になる’１。
また，同じ1873年の１０月には，加藤斌の｜商家必要』－これは，イギリス
のWilliamlnglisの簿記書BooA-heCPj'ＺｇｂｙＳｊ,29/cα"ｄＤｏｚ`b/ｅＥ"的,;･…（l
sted.,1850）の邦訳書一が出版されるがこれも，1873年に出版されたのは，
全４分冊と附録からなる同書のうち，単式簿記（｢軍認｣）を解説した前半の２
分冊（｢初編｣）であり，複式簿記（｢複認｣）を解説した後半の２分冊（｢二編｣）
と「附録」の刊行は1877年４月になる、。
さらに「學制」（教育法令）の公布（1872）に伴い，1875年に当時の文部
－２８－
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省から，簿記に関する国定教科書として．小林儀秀の邦訳簿記書「馬耳蘇氏記
簿法』（全２分冊）－原書はアメリカのChristopherCMarshの簿記書Ａ
ＣＯ"恋ｅｑ/Ｐｍｃｒｉｃｃｉ〃Ｓｉ'２９〃Ｅ"tD1BooA-々c幼ﾉﾌﾞＺｇ…．（ｌｓｔｅｄ,1853）－が
出版され，翌1876年には同じ小林による「馬耳蘇氏複式記簿法』（全３冊分）
－原書はやはりMarshのＴﾉｂｃＳｃｉｅ"ｃｃｑ/ＤＣ"6〃E"rn1BooMc⑳！"ｇ･…
（lsted.,1830）－が刊行されている６１。
このように，海野の『簿記學起原考』は，「文明開化」という言葉に代表さ
れる明治政府の欧化政策の下で，それまでのわが国固有の簿記法（｢和式帳合
法｣）に代えるべく７)，複式簿記を代表例とする洋式簿記が本格的に導入され
るようになってからわずか十数年しか経過していない，まさにその黎明期に出
版された著作である。本書は，複式簿記の知識それ自体が十分に浸透しておら
ず，簿記に関する著作の多くが啓蒙的・教育的な翻訳（翻案）簿記書であり，
かつ，その教示内容も複式簿記の紹介やその技術的解説の域にとどまっていた
という当時の状況下にあって，複式簿記の起源とその発展に関する史的考究に
果敢に挑戦したという点で，わが国の会計史研究の歴史において，画期的意義
を有する著作であると同時にきわめて異色の著作でもあった。
ただし，海野の『簿記學起原老ｊは，わが国で最初に会計の歴史を取り上げ
た著作ではない。すなわち，同書に先行して，曾田愛三郎の「記簿法Book‐
keeping」がある。この論稿は，明治初期の新しい諸学課（学科）の起源につ
いて，外国の文献を基に編輯・解説した便覧的小冊子である「学課起源署説」
(1878）に「化學」（Chemistry）や「理學」（NaturalPhilosophy）と並ぶ項目
として収載されていた8)。その中で，曾田は，簿記（特に複式簿記）の歴史に
ついて，わずか３頁強ではあるがこれを略述していたのである9)。
したがって，海野の「簿記學起原老」は，わが国において会計の歴史を取り
上げた最初の著作とは言えないが，複式簿記導入の黎明期にあって，会計，特
に複式簿記の起源やその後の沿革について専門的に取り上げたわが国で最初の
本格的な著作であり，同時に会計史研究に関する単行本としては，イギリス
で刊行されたBenjaminF・FosterのＴｈｃＯγ垣j〃α"dD0gγﾋﾟｓｓｑ/ＢＯＯﾙー
－２９－
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AeCPj卿．…（1852）に次ぐ，世界で第二番目の著作と位置づけられる１０１。
次節では，『簿記學起原考ｊについて，まず著者である海野の履歴，および，
同書の構成について概観した後，その叙述内容を逐次的に考察することによ
り，わが国における先駆的な会計史研究の内容を明らかにしたい。
なお，以下において海野の文言を「簿記學起原老」から引用する場合，原文
の雰囲気を伝えるため，縦書きを横書きに改める他は，下線や傍点を含めて，
彼の表記をできるだけそのままに「」を付して褐記している（ただし引用
文中に［］を付して追記した文言はすべて筆者によるものである)。
Ⅱ『簿記學起原考」の考察
Ⅱ‐１海野の略歴と「簿記學起原老』の構成
『簿記學起源老ｊを刊行した海野（1861～1944）は，大和郡山藩の藩士の家
に生まれ，三菱商業学校を卒業した後，三菱会社に会計方として入社するが，
その後に日本鉄道会社に転じさらに逓信省鉄道局，鉄道院，帝国鉄道協会
に勤務するなど，晩年までもっぱら鉄道関係の業務に携わっている。その意味
で，彼は，わが国で最初に会計（簿記）の歴史に関する論稿（｢記簿法Book‐
keeping」（1878)）を著した曾田と同様に，会計（ないし会計史）の専門的研
究者ではなかった。あくまでも実業人，強いて言えば学者的実業人であったu)。
海野が著した『簿記學起原老』は，大きく五つの部分から構成される。すな
わち,（１）「序文」（田口卯吉：漢文)，（２）「例言」（３）「引用書目」（４）「本
文｣,（５）「祓文」（推薦文）（根岸免三郎：漢文）である。
このように本書は，本文わずか39頁の小冊子であるが「序文」と「賊文」
を備えた当時の著作としての本格的な構成を採っている。以下では，上記の
構成の順にしたがって，「序文」から見ていくことにしよう。
Ⅱ‐２「序文」
『簿記學起原老ｊの冒頭には，以下の「序文」が掲げられている。すなわち，
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｢窺考古今之憂遷凡事有餘裕而後有其史人之出世也未曾有史也漸及歴
年所始有言治乱興亡之蹟者學術技藝之作也未曽有史也漸及到利用始
有録起原沿革之情者人間百般事項無不皆然燭至簿記法余未聞有史云
者也豈其學者考其沿革之不暇乎友人海野君近日間諸書凡事渉簿記法
者悉收拾之略成史膿題日簿記學起原考其書雌非長巻大冊以我日本之
後進反着鞭駄人之前其於此學緯々乎有餘地可知也故及徴序喜題數言
還之云
明治十九年七月田口卯吉撰｣'2）
上掲の「序文」（漢文）は，明治期の著名な経済学者であり，文明史家かつ
政治家でもあった田口卯吉によるものである'３１゜この「序文｣，特に後半にお
いて，田口は，友人の海野が欧米の簿記書等の收拾（蒐集）に基づいて著した
簿記の略史，それは『簿記學起原考』と題され，決して大著ではないが，わが
国が簿記（洋式簿記）の後進国であっても，その歴史研究に関してはヨーロッ
パの先を行くものであることを称揚し，喜んで本書の序文を著した旨を記して
いる。かかる田口の「序文」は，会計史研究における本書の意義を十分に理解
したものであると言えよう。
Ⅱ‐３「例言｣，「引用書目」等
『簿記學起原考」には，上掲の「序文」に続けて，次のような「例言」が示
されている。すなわち，
「 例言
此書初メ原語ヲ抜革シ纂メテ欧文ノー小冊ヲ成スヲ期ス然ルー
目今我國簿記ヲ學ブ者大抵皆ナ讓本二擦り其原書二就ク者ハ實
二十中ノーニニ過ギスロリチ恐ル余力原文抜革モ亦遂二世ノ眼目
ヲ經ズシテ空シク塵挨二委シ去ランコトヲ是二於テ自ラ浅随ヲ
－３１－
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猯ラズ舷二其大要ヲ謹述シ以テ世ノ斯學二志ス者ノー助二備フ
ト云う
此書簿記學起源老ヲ以テ名ク是レ通篇軍二簿記學ノ起源及上其
沿革ヲ叙スルニ止マレバナリ若シ夫レ例題解式二至テハ則チ當
サニ他日ヲ侍テ詳論スル所アルベシ
此書記スル所一々皆ナ擬ルトコロアリ然しドモ其引用書ノ如キ
ハ悉ク之ヲ掲グルニ暇アラズ今僅カニ數種ヲ存シテ讃者ノ参考
二供スルノミ
明治十九年九月 海野力太郎識」'4）
この「例言」において，海野は，本書編集の要旨として,（１）当初は原書を
抜粋して欧文の書を公刊するつもりであったが，簿記を学ぶ者の多くは訳書に
拠っており原書に拠る者は少ないので，本書でも原書の大要を訳述することで
簿記を学ぶ者の一助にしたいこと，（２）本書は簿記の起源と沿革の叙述にとど
まるものであること，（３）本書の叙述にはそれぞれ根拠があるが，その引用文
献のすべてを掲げる余裕はないので，数種の文献を示して参考に供するもので
あることを記している'5)。
上掲の「例言」を承けて，海野は，「引用書目」において，本書を蟇訳する
にあたり彼が参考とした欧米文献を以下のように列挙しそれぞれの著者（あ
るいは，編者ないし出版者）の名前と著作の標題を示している。すなわち，
「引用書目
一リイ氏 ユニバーザル、ジクシヨナリー、ヲフ、アー
ツ、サイヤンセス、エンド、リテラチユアー
インサイクロピヂア、ヲフ、ブリタニカ
マゼマチカル、ジクシヨナリー
プラクチカル、ブックキーピング
エ、ジクシヨナリー、ヲスサイヤンス、
ナイト氏
ダビス氏
メヒウ氏
ブランデ氏
－３２－
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リテラチユアー、エンド、アート
ビートン氏エ、ジクシヨナリー、ヲフ、ユニバーサル、
インホルメーシヨン
ルーミス氏ツリーチー、ヲフ、アルゼブラ
カーター氏プラクチカル、ブツクキーピング
ホルソム氏ロジカル、ブツクキーピング
ベツクマン氏エ、ヒストリー、ヲフ、インベンシヨンス、
ジスコバリース、エンド、ヲルジンス
ハナホルド氏ブツクキーピング、パイ、シングル、エン
タリー
ジャクソン氏プラクチカル、システム、ヲフ、ブック
キーピング、パイ、ダブル、エントリー
フリデート氏アンセント、ヒストリー
チヤンバー氏エ、ジクシヨナリー、ヲフ、ユニバーサル、
ノーレツヂ、ホール、ゼ、ピープル
コーランヂ氏ポピユラル、エンサイクロピヂヤ
イルスオース氏シングル、エンド、ダブル、エントリー、
ブツクキーピング、エンド、ビジ子ス、マ
ニユアル
トドハンター氏イレメンツ、ヲフ、ユウクリツト
リプレー及ダナ氏アメリカン、サイクロピヂヤ
キツドル及スチーム氏ゼ、サイクロピヂヤ、ヲフ、エジユ
ケーシヨン
以上 」'6）
この「引用書目」に掲げられた19冊の欧米文献のうち，簿記の解説書はその
標題から推測されるように「メヒウ氏」（IraMayhew)，「カーター氏」
(FredericHCarter)，「ホルソム氏」（EzekielGFolsom)，「ハナホルド氏」
－３３－
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(LymanBHanaford（andJesseW・Payson))，「ジャクソン氏」（George
Jackson)，「イルスオース氏」（HenryWEllsworth）の各著作（計６冊）にと
どまる。他は，歴史書が，「ベツクマン氏」（JohannBeckmann（John
Beckmann)）のものに加えて，「フリデート氏」（PeterFredet）の著作（計２
冊)，数学書が，「ダビス氏」（CharlesDavies（andWilliamGPeck))，「ルー
ミス氏」（EliasLoomis)，「トドハンター氏」（IsaacTodhunter）の各著作（計
３冊)，および，辞書・百科事典が，「リイ氏」（AbrahamRees)，「ナイト氏」
(CharlesKnight)，「ブランデ氏」（WilliamTBrande（andJosephCauvin))，
｢ビートン氏」（SamuelOBeeton（andJohnSherer))，「チャンバー氏」
(WilliamChambersandRobertChambers)，「コーランヂ氏」（Leode
Colange)，「リプレー及ダナ氏」（GeorgeRipleyandCharlesADana)，「キ
ツドル及スチーム氏」（HenryKiddleandAlexanderJSchem）の各著作（計
８冊）である。
要するに「引用書目」に掲げられた１９冊のうち，簿記書は６冊にすぎない。
また会計（簿記）の歴史を専門的に論じた文献は，わずかに「ベツクマン氏」
の「エ、ヒストリー、ヲフ、インベンシヨンス、ジスコバリース、エンド、ヲ
ルジンス」つまり，ドイツの官房学者Beckmannの科学史・技術史に関する
論文集ＢのﾉﾉγZiigUz"γGcsc/ijc肱。cγＥＺ/f"〃'ZgU〃（５巻（各巻４分冊，計20分
冊)，1780～1805）の英語版，特にその第四版（ＡＨﾒs/0がCl／Ｉ>zu伽ｊ０"s，
DjMzMcsα"ｄｏγigjns,vols､2,1846)）に収載された論稿（｢イタリア式簿記」
"ItalianBook-keeping"）のみである'７１．ただし「カーター氏」の簿記書「プ
ラクチカル、ブックキーピング｣，つまり，Ｐ'Tzc/ｊｃａ/BooA-AcCPi'Ｚｇα(/⑰ZPdro
Co腕ｍｅγc/α/α"。/M/jc〃Acco""//"ｇ…．（２ｎｄｅｄ.,1874）のみには，「序」
(Introduction）において，簿記の歴史に関する簡単な言及が見出される'8)。
したがって，これらの「引用書目」中の文献に依拠して簿記の歴史を叙述（纂
訳）することには相当に困難な作業を伴ったであろうし，そのことが簿記書
の標題や著者たちの名前の羅列的叙述にとどまるという本書の限界を生み出す
要因になったと考えられる。しかし上掲の原書を個人で入手（蒐集）するこ
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とそれ自体が容易でなかった明治期，特にその前半にあって，海野は，上掲の
欧米文献を精力的に蒐集しこれらの文献からの抜粋をもって本書の主要部分
としたのである。その当時の時代環境や会計史研究の状況を考えれば，このよ
うな試みだけでも，海野の「簿記學起原考ｊは，わが国における会計史研究の
先駆的業績として十分に評価かつ尊重されるべきものと思量される。
なお，本書には，「引用書目」と「本文」との間の頁に次のような「題辞」
が掲げられている。すなわち，
‘`Knowledgeiscubic,havinglength,breadth,andthickness.，，]9）
「知識は立体的なものであり，長さも，幅も，厚さも持っている」という上
掲の文言は，海野の学問観,特に簿記の歴史を考察するにあたっての「簿記學」
そのものに対する彼の考え方を端的に語ったものと言えるであろう201。
以下，『簿記學起原考』の「本文」の叙述内容について具体的に考察するこ
とにしよう。
Ⅱ‐４本文
『簿記學起原考ｊの「本文」は，節や項などに区分されることなく，簿記の
歴史が平板に叙述されている。しかし本稿では，便宜的にその歴史叙述を
七つに分け，かつ，海野による行論の前後を多少入れ替えながら整理して，考
察を進めていきたい。
１）刊行の言葉
海野は，「本文」の冒頭に１頁を充てて，特に標題は付していないものの，
本書刊行の事情を述べた「刊行の言葉」を記している。すなわち，
｢簿記學起源考
海野力太郎蟇讓
簿記學ノ起ル其由來スル所久シ唯ダ其久シキガ故二人之ガ濫鵤ヲ知ル
モノ稀ナリ今西人簿記ヲ論スルモノ固ヨリーニヲ以テ數フ可カラズ而
シテ其言う所大抵皆ナ貸借ノ理ヲ説キ例題ノ式ヲ解スルニ止マリ未ダ
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嘗テ所謂簿記學ナルモノハ何ノ時二起り何ノ人二成ルヲ詳ニセス是レ
寧ロ流ヲ汲デ其源ヲ忘ル、モノニアラズヤ余嘗テ此二憾アリ自ラ猯ラ
ズ頗ル其事二苦心スト難ドモ而カモ未タ之ヲ蓋スコト能ハズ但ダ頃者
諸書ヲ閲シ僅カニ其一斑ヲ窺フコトヲ得タリ依テ且ク之ヲ讓述シ以テ
大方ノ高論ヲ侍ツト云う｣2'１
上褐した「刊行の言葉」の要旨をあえて敷桁すれば，簿記（学）の歴史は長
く，それゆえにその起源（濫鵤）を知るものは稀である。簿記を論じても，
概して貸借の原理を説き例題を解説することにとどまり，その起源や生成の詳
細を明らかにすることがない。海野は，このことを遺`憾として，諸種の文献を
調査し，その一端を探ることができたので，これを訳述して大方の意見を待つ
ことにしたいと記しているのである。
明治期の欧化政策の下で，輸入学問そのものであった洋式簿記（特に複式簿
記）の導入当初の事情を考えれば，当時のわが国では複式簿記の技法の習得と
運用に努めることに精一杯であり，その歴史にまで思い及ばなかったことは想
像に難くない。『簿記學起原老ｊは，このような状況下で試みられた会計史研
究（簿記史研究）の先駆的業績であり，上記の「刊行の言葉」は，海野の会計
史研究に対する意気込みをまさに反映したものと考えられる。
２）複式簿記の起源
『簿記學起原老』の本文は，上掲の「刊行の言葉」に始まり，これに続いて，
簿記の歴史に関する本来の叙述が以後38頁にわたり展開される。
海野は，まず，簿記（特に複式簿記）の歴史を論じるにあたり，その起源を
古代社会に求める所説があることに言及する。すなわち，「蓋シ簿記學ノ起ル
其源頗ル昏晦ニシテ世ノ説ク所固ヨリー定スルコト能ハズ或ハ云う一千餘年ノ
バニヤン
上古E､度［インド］ノ婆尼亜［振り仮名は原文のまま：banyan］人（ヒンヅー
人ノー種）［特殊なカーストに属し肉食をしないヒンドゥー教徒の商人］既ニ
ベニス
斯學ヲ知'ノテ第五世紀ノ頃初テ之ヲ邊尼斯［ヴェネツイア］人二傳ヘリト或ハ
云う古代ノ亜拉比亜［アラビア］人ハ夙二簿記學ノ用法ヲ識テ之ヲ邊尼斯人二
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傳派セリト或ハ云う羅馬［ローマ］希臘［ギリシャ］ノ人民ハ尤モ早ク此術二
長シ當時ノ計簿往々欄ヲ左右二作リテ其収支ヲ分別セシコト恰モ今日ノ貸借ヲ
左右二排置スルガ如クナリシト・・・」221と記している。
このように海野は，複式簿記の淵源を，古代インドや，アラビア，あるい
は，古代のギリシャやローマに求める所説があることを示すが，彼自身は，こ
れらの所説を採ることなく，「・・・簿記學ノ起ル遠ク上世二在リト難ドモ而
カモ其伊太利［イタリア］二入テ初テ具備セルコトハ差シ疑ヲ容レザル所ナ
リ…」23)と述べて，複式簿記の起源をイタリアに求める所説を支持している。
続けて，彼は，「引用書目」に掲げられたBeckmannの論稿に基づき，
AdamAnderson24)の説くところに拠り，「簿記ノ學其源ヲ伊太利ノ市中二發
シタルコト疑フベカラズト錐ドモ若シ然ラズトセハ尚ホ此國二入リテ初テ其衰
運ヲ挽回シタル者ニシテ即チ當時各種ノ代數學ヲ教授セシベニス［ヴェネツイ
ア］府中二流行セシコト尤モ信スルニ足しリ而シテ所謂複式即チ商寶記簿（メ
ルチヤント，アツカオンツ）［merchantsaccounts］ナル者ハ其源ヲ代數學ノ
定則ニ採りタルモノニシテ其始テ代數學ヲ出版セシハ則チ夫ノ「セント、フラ
ンシス」位ノ僧リウカス、ジー、バルゴー［LucasdeBurgo］ナリト」25)と記
している。
すなわち，海野は，Beckmannの所説と同様に，と言うよりも，彼の所説
に拠って，複式簿記がその起源をイタリアに発すること，つまり，中世末期以
来の地中海貿易により大いに繁栄したイタリア商業都市に複式簿記の起源を求
める中世イタリア起源説を採ることを明らかにするとともにイタリア諸都市
の中でも，特に当時に各種の代数学が教授されていたヴェネツイアでそれが流
布していたことは疑いないこと，また，複式簿記の根源は代数学の原理（定則）
にあり，「リウカス、ジー、バルゴー」つまり，LucaPacioli（姓のみで表記
する場合には"PaCiOlO")26)が代数学（複式簿記を含む）の著作を初めて出版
した人物である旨を指摘しているのである。
さらに，海野は,Beckmannの論稿を引用しつつ，「抑モ簿記學ノ起源ハ「ド
ピイヤ，スクリツラ」［Doppiascrittura］ナル伊太利語並二斯學科上今日尚ホ
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I慣用シ來リテ現二各國語中二存在セル所ノ數語二徴シ其正シク伊太利二權輿セ
シヲ知ルペシ而シテ當時東印度［東インド］ノ貿易悉ク伊太利二集合セシヲ以
テ其他邦ノ人民ハ往々伊太利商家二就テ各種ノ簡便ナル計算法及上所謂簿記ノ
術ヲ傳承セシコト差シ尤モ信ズベシト」27)と記し，「ドピイヤ、スクリツラ」
という名称や用語から，複式簿記がイタリアに起源を持つこと，そして，東イ
ンド貿易の中心がイタリアであり，他国の商人はかかる貿易関係を通じて簿記
の技術をイタリアから伝承したことは疑いないと述べている。
そして，彼は，「以テ簿記學ノ伊太利二一大縁故アルヲ知ル可シ蓋シ彼ノ
千五百年代ノ頃ハ伊國ノ商業尤モ隆盛ニシテ簿記ノ術マタ大二國内二流行シ夫
ノベニス及ビゼノア［ジェノヴァ］等北部ノ諸府二至テハ即チ皆ナ競フテ之ヲ
用ヒタリト云へり．．．」28)と述べるとともに「引用書目」中に掲げるPeter
FredetのＡ"Cie"/ＨＩＳ/o川･…からの文言を引用した後に29)，「・・・我力簿
記ノ學其源ヲ伊太利二發スト云フモノ誠二其理アルヲ見ルベシ・・・」30)と結
んでいる。
３）複式簿記の理論
次に海野は，Andersonの文言，つまり，「・・・夫レアンデルソン氏既
二簿記學ノ原理ヲ以テ之ヲ代數學ノ定則二淵源セリト云へり・・・」31)を改め
て引用した後に複式簿記の基本原理を代数式を用いて簡潔に解説している。
これは，「簿記學起原考ｊの全体を通じて，複式簿記の原理的説明が教示され
る唯一の箇所である。
すなわち，「・・・今其所謂損益資本ノ關係及ビ貸借ノ作用ヲ観ルー即チ皆
ナ悉ク數學上ノ文字ヲ以テ容易二之ヲ證明スルヲ得ベシ蕊二其要領ヲ學ケンニ
簿記學二云う所ノ開帳ノ純資本（ゼ､子ツト、ストック、エトオペニング、ゼ、
ブック）［thenetstockatopeningthebook］ハＳヲ以テ之ヲ表スベク其閉帳
ノ損益（ゼ、ゲイン、エンドロツス、エト、クローシング、ゼ、ブック）［the
gainandlossatclosingthebook］ハＰヲ以テ之ヲ顯ハスベシ而シテ其所謂残
高勘定ノ貸借ハ即チＤＣノー文字ヲ以テ各之ヲ甑別スルヲ得是レ簿記學ノ原理
ハ之ヲ代數學二取ル所以ニシテ其應用ハ即チ當二左ノカロクナルベシ｣321と述べ
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て，以下に掲げる代数式を用いて複式簿記の基本原理を説明している。
「Ｓ＝帳簿開始ノ純資本
Ｐ＝帳簿閉終ノ損益
Ｄ＝残高勘定ノ借方
Ｃ＝残高勘定ノ貸方
Ｓ±Ｐ＝Ｎ＝帳簿閉終ノ純資本
Ｄ－Ｃ＝Ｎ＝残高勘定貸借ノ差
即チ純資本
故
｝
Ｄ－Ｃ＝Ｎ
故
Ｄ＝Ｎ＋Ｃ
ナ
リ ｣33）
すなわち，海野は，簿記の目的ないし課題を純資本（純財産）の確定計算に
あると措定し，複式簿記が，純資本を計算するための二つの方法，つまり，上
掲の等式のうち,（１）＜Ｓ±Ｐ＝Ｎ＞で示される方法，つまり，Ｓ（｢帳簿開
始ノ純資本」または「開帳ノ純資本｣）にＰ（｢帳簿閉終ノ損益」または「閉帳
ノ損益｣）を加減することによりＮ（｢帳簿閉終ノ純資本｣）を計算する方法と，
（２）＜Ｄ－Ｃ＝Ｎ＞で示される方法，つまり，Ｄ（｢残高勘定ノ借方」（＝資
産)）からＣ（｢残高勘定ノ貸方」（＝正しくは「残高勘定ノ貸方」のうちの負
債の部分)）を控除することにより，その差額，つまり，Ｎ（｢帳簿閉終ノ純資
本｣）を計算する方法を包含するものであることを明らかにしている。端的に
言えば，期間計算を前提として，＜期首資本±期中損益＝期末資本＞とく期末
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資産一期末負債＝期末資本＞という二つの等式で示される，期末資本（純財産）
の二重計算が提示されているのである。
このように簿記の目的が損益計算ではなく財産計算にあるとする観点か
ら，複式簿記の基本原理を，財産（資本）の全体はその構成部分の総和に等し
いという「均衡の原理」（PrincipleofEquilibrium）に基づき，代数学的な等
式関係（具体的には資本等式）を用いて説明する方法は，イギリスの簿記書で
はFrederickW､CronhelmのＤＣ"b/ｅＥ"”ｂｙＳ/"g/e，.…（1818）に先駆的
に見出されるところである3')。またアメリカの簿記書においても，Ｔｈｏｍａｓ
JonesのＴ/bcPγ/"cZP/Csα"dlPγzzcjjccq/BooMc"j"ｇ･…（1841）では，海野
が掲げる上記の二つの等式で示されるのと同様な純財産の二重計算が複式簿記
の基本命題として言及され，これに基づく二勘定分類が提示されている35)。さ
らに先の「引用書目」に掲げられているEzekielGFolsomのＴ"cLQgiccl／
血ＣＯ"川;….（1873）では，このような純財産の二重計算が，勘定分類．そし
て，かかる計算を担う財務諸表の様式にまで体系づけられて解説されている361。
このような，損益の二重計算でない，純財産の二重計算を簿記の目的とする
思考，つまり，資本主理論的勘定学説（proprietorshiptheoryofaccounts）－
－物的二勘定系統説（materialistischeZweikontenreihentheorie）（または純
財産学説（Reinverm6genstheorie))371のわが国への本格的導入がもっぱらド
イツ語圏におけるFriedrichHUgliやJohannF､Schiirの学説の紹介を通じて
であることを考えるならば海野の所説は，その論拠がいずれに由来するのか
必ずしも明らかではないが，彼の時代を－歩抜き出た内容のものであったと言
えよう381.
4）１５世紀～16世紀
海野は,Pacioloを簿記著述者の「鼻祖」（始祖）として論及する。すなわち，
「・・・然しドモ古來世ノ學者ハ概子皆ナリウカス、ジー、バルゴー（或ハリ
ウカス、パシヲラストモ云う）ヲ以テ我力簿記學著述者ノ鼻祖ト爲セリ差シ氏
ハ千四百年代ニ在テ尤モ有名ナル數學者ニシテ夫ノ亜拉比亜語ノ代數學ヲ雛讓
セシハ則チマタ此人ナリト云う氏ハ本ト「セント、フランシス」位ノ僧官ニシ
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テ伊太利國ノフローレンチン［フィレンツェ］領ベルピー［ウルビーノ
(Urbino)］公ノ采地バルゴー、エス、セープチロ［以前はBorgoSanto
Sepolcro-現在のSansepolcro］ト云へル都邑ニ在リシヲ以テ世人ハ或ハ氏ヲ
呼ブニ則チ此邑名ヲ冠セリ而シテ氏ガ簿記學ノ著述ハ實二千四百九十五年［正
しくは1494年］ヲ以テ初テ世二出デタリ・・・」39)と記している。
しかしながら，彼はまた「・・・佛人ラ、ポルテ［MatthieudelaPorte］
乃チ氏ガ其著述ノ備ハラザルヲ痛論シ且ツバルゴー氏ノ前既二簿記ノ著述者ア
ルヲ證明シテ曰ク千四百九十五年ノ頃伊太利ノ人ブロザー、ルーキナル者其國
語ヲ以テ簿記學ノ書ヲ箸ハセシモノ是レロリチ簿記學ノ主意二就テ初テ註鐸ヲ下
シタル欧洲最初ノ記者ニシテ余ガ知ル所ノ第一ノ者ナリト然しドモブロザー、
ルーキノ事今之ヲ篇誌二求ムルニーモ記スル所ナシ乃チ知ルラ、ポルテノ言マ
夕未ダ蓋ク信スベカラズ・・・」Mnとも述べている。
上記のように，海野は，Pacioloの名前について，先には「リウカス、ジー、
バルゴー」（または「リウカス、パシヲラス｣)，ここでは「ブロザー、ルーキ」
と言及しており，同一人物の名前をあたかも別人であるかのように記してい
る。
さて，Pacioloの「簿記論」以後，イタリアでは，DomenicoManzonL
AlviseCasanova，GiovanniAMoschettiらによって複式簿記（＝イタリア式
簿記）の解説書が出版されるが4'１，海野はこれらのイタリア簿記書に言及する
ところがなく，むしろ，Pacioloの「簿記論」を継ぐものとして，ドイツの簿
記書を取り上げている。すなわち「・・・バルゴ氏二縞テ又尤モ久キモノハ
日耳曼［ゲルマン］ノゴツトリーブ［JohannGottlieb］氏トス蓋シ氏ノ書ハ
千五百三十一年・・・同國ニウレンベルグ［ニュルンベルク］府二於テ出版シ
ダル者ニシテ・・・」'2)と。
ただし，ここで言及されている1531年刊行のGottliebの簿記書Ｅｊ〃〃Ｍｚ
ｚ）eだ〃ｄｉｇＢ"cﾉｾ刎伽…・は，複式簿記（＝イタリア式簿記）ではなく，ド
イツ固有の簿記（＝ドイツ式簿記）を解説したものであり，ドイツにおける複
式簿記の解説書は，WolffgangSchweickerの簿記書Ｚｚ(ﾉ〃cﾉｉＢ"cﾊＭ〃,….
－４１－
[論文］わが|玉|における会計史研究の先駆的業績（中野）
(1549）の刊行を待たなければならない。しかしながら，このSchweickerの
簿記書に対する言及を『簿記學起原老」に見出すことはできない'３１。
次に，海野はイギリスに目を転じる。「・・・英國二於テハ則チ
千五百四十三年ヒウグ、オールドカスツル［HughOldcastle］氏龍動［ロンド
ﾝ］府二於テ初テー書ヲ印行セリ世二之ヲ英國最古ノ簿記書ト云へり・・・」44）
と述べ，また，「.…尋テ千五百六十九年龍動ノ商人ゼームス、ビール［James
Peele］ナル者一書ヲ印行シテ大二斯學ヲ唱へり・・・」'５１と記すとともに，「余
[Peele］力數多ノ商人二教授セシ所ノ簿記法ハ我力英國二於テハ固ヨリ新規二
属スト錐ドモ而カモ此法ノ他邦二行ハル、ヤ既二久シト」46)と述べている。
すなわち，海野は，イギリス最古の複式簿記解説書の著者としてOldcastle
の名前を挙げるとともに，1569年に刊行きれたPeeleの簿記書ＴｈｃＰＺｚｔｈｃ
ｚｕ〔Ｍｔ０〃r/でc/"Cs,…・についても論及している。ただし，彼は，Beckmann
の行論に依拠しているためかこれに先行するPeeleの別の複式簿記解説書，
つまり，Ｔ舵加α"cγα"d/b"γｍｅ・…（1553）に対する言及は見出されない。
なお，彼は，Beckmannの所説に拠り，「・・・今アムシ［JosephAmes]47）
氏ノ古書（タイポグラヒカル、アンチクイチー［DpOg”んｊｃａ/
Ａ"ti9"ｉｔｉｅｓ:…･]）ヲ按スルニピールノ事一モ記スル所ナシ然しドモ其第
四百十葉二於テジヨン、メルリス［JohnMellis］ノ著書ヲ引用シテピールノ
前既二世二流行セシ法式アルヲ證明セリ差シ所謂メルリスノ書ナルモノハ
千五百八十九年［正しくは1588年]48)ヲ以テ初テ世二出ツト錐ドモ其實ハ
千五百四十三年龍勤府出版ノ蕾本（即チオールド、カスツル［原文のまま］氏
ノ箸）二擬テ更二訂正増補シタル者ナル故ニメルリスハ其巻端二書シテ曰ク｣49）
と記し，さらに続けて，「此書ハ千五百四十三年八月十四日龍動府出版ノ薑本
ヲ増補改版シタル者ニシテ固ヨリ我力鉛藥ノ功二成ルモノニアラズト」50)と述
べている。
すなわち，彼は，1588年に刊行されたMellisの簿記書（Ａｂγ城/"s/γ"ctjo〃
…･）が，Peeleの簿記書に先行して1543年に刊行されたOldcastleの簿記書
一ただし，それは，現在のところ「幻の書」となっている－を実質的に増
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補・改訂したものである旨を明らかにしているのである。
５）１７世紀
１７世紀の簿記事情，特にイギリスのそれについて，海野は，「・・・英國龍
動ノ商人ニジヨンコルリス［原文のまま］或ハコリンス）［JohnCollins］ナル
者起り大二斯學ヲ振起セリ差シ其ノ書千六百五十二年［正しくは1653年］商家
勘定手引書（エン、イントロダクション、ツー、メルチヤント、アツカオント）
[Ａ〃／"か〃"ctjo〃勿加〃c力α"tsaccozf"な,．…（1653)］ノ名ヲ以テ世二顯レタ
ル者ニシテ實二英國簿記書ノ泰斗ナリ尋テ千六百八十四年アレキサンドル、リ
セット［正しくは"AbrahamLiset"］ノ計算家寶典（ゼ、アツカオンタント、
クローセツト）［Ａ”ﾉｶﾉﾉﾙα/α〃,ｏγ,ＴﾉｾcAcco”伽応Ｃ/0Ｍ:.…（1660)］及
ビリチヤード，ダツフホルン［RichardDaffOrne］ノ商人鏡（ゼ、メルチヤント、
ミロー）［Ｔ"Afbγcﾉbα伽Ｍγγ0"パ….（1635)］等數種ノ箸アリ然しドモ皆ナ
遂二世二用ヒラレズシテ止ム甚夕`階ムベシ・・・」５１１と記すのみである。
むしろ，17世紀を代表する簿記の解説文献は，イギリスではなく，ネーデル
ラント（｢低地地方」：現在のベルギー，オランダ，ルクセンブルクのベネルク
ス三国に北フランスの一部を加えた地域）に登場する。かつてのイタリアに代
わりヨーロッパ経済の中心となったネーデルラントでは，既にその経済的興隆
に伴って，イタリア以外で複式簿記を解説した最初の簿記書とされるＪａｎ
ＹｍｐｙｎのＭｅ"czMMwcrzc….（1543）を噴矢として5２１，海野が「簿記學起
原老』で取り上げているValentinMennherやNicolausPetri（Claes
Pietersz）などの簿記書が出版されている丙３１。しかしその中で最も着目すべ
きは，商業簿記のみならず，公会計（領土管理）への複式簿記の適用を論じた
SimonStevinの「簿記論」（VDだ"ﾉﾉcﾙCBO"cﾙﾉio"｡！'ＺｇＯＰｄｌｅＩｍﾉﾉαc"ｓｃｈｃ
ＷＪ'Ｓｃ・…（1607)）であろう。
海野は，まず，「・・・佛蘭西［フランス，ただし正しくはネーデルラント］
二於テハロリチ千六百二年（或ハ云う千六百七年）シモン、スチーブン［Simon
Stevin］氏（或ハシモン、スチビニウースト云う）ノ．．、其書通篇複式ノ組
織ヲ論ジ始ハロリチ其所謂複式ナル者ヲ政府勘定二適用スル利害二就テ之ヲ問答
－４３－
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シ中ゴロハ則チ貸借ノ原理勘定ノ｣性質等各種ノ説明ヲ詳二シ終ハ則チ仕讓及上
原簿ノ雛形ヲ褐ケ且ツ之二簡単ナル例題ヲ附シテ以テ備サニ諸帳連環ノ活用ヲ
示シ併セテ其貸借平均ノ方法ヲ詳論セリ故二複式ノ綱領ハ略ポ此書二蓋セリト
云へり・・・」54)と説き特に上掲のように，「・・・複式ノ綱領ハ略ポ此書
二蓋セリト云へり・・・」とまで記して，Stevinの「簿記論」を高く評価し
ている。
そして，海野は，Backmannの行論にしたがって，「・・・佛蘭西［ここで
も正しくはネーデルラント］二於テハ千六百四年モウリス［Mauritsvan
Nassau］親王551始テ伊式［イタリア式簿記］ノ良法二頓テ大蔵出納ノ計算（ト
リジユヤリー、アツカヲント）［treasuryaccounts］ヲ整理シタルモノ是レロリ
チ欧洲最古ノー例ナルベシ・・・」56'と記し，彼の言う「政府勘定」つまり，
公会計（領士管理）への複式簿記の適用を企図したStevinの手続の概要を，
次のように記述している。すなわち，
｢・・・今此二其法ヲ接スルニ三人ノ大臣ト三筒ノ勘定トヨリシテ成リ
タル者ノムロシ及チ之ヲ左二褐ク
ーク子イストル大臣［quaestor］領地租税ノ収入ヲ掌ル
ーアクセプトル大臣［accceptor］本地租税ノ収入ヲ掌ル
ーセサララリウス大臣［thesaurarius（treasurer)］
仕佛總勘定ヲ掌ル
モウリース親王力其本属雨地ノ租税ヲ収入スルニ當テヤ即チ此ノ如ク
其収入方二二人ノ大臣ヲ置キ又其仕挑方二一人ノ大臣ヲ置テ以テー州
經濟ノ要路二當ラシメ而シテ其以下ノ属吏二至テハ即チ唯タニー紙ノ
月表（モンスリー、イキストラクト）［monthlyextracts］ヲ作テ之ヲ
上局ノ長官二奉呈シテ－箇月間ノ共計ヲ報告セシメ以テ元簿登記ノ材
料ニ充テタリト云う・・・」57）
さらに，海野は，上記のStevinの「簿記論」特に複式簿記の公会計への適
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用に関する叙述を続けて．フランスの事例についてのBeckmannの所論を紹
介する。
すなわち，「・・・クリツプステイン［PhilippEKlipstein］氏ハ佛國財政
要覧（エン、インクワイリー、インツー、ゼ、フハイナンス、ヲフ、フランス）
[A〃Dzq"ｊｒｙ〃０ｔ"ＦＹ"α"ｃｅｓｑノル､"Ce]581ト云へルー書ヲ引テヘンリー四世
[HenrilV（在位1589～1601)］力在位ノ頃頗ル其意ヲ複式二用ヒタルコトヲ證
明セリ然ルニベツクマン氏ハ之ヲ評シテ曰ククリツプステインノ斯言未タ信ヲ
措クニ足ラズト余ハ却テベツクマンノ言ヲ信ゼザルナリ何ンゾヤヘンリー四世
ノ朝ニハ則チスウリー公［DukeofSully（MaximilliendeB6thune)］在テ存
スレバナリ蓋シスウリー公ハ當時股肱ノ臣ニテ實二其一言一語能ク四世ガ心意
ヲ動スノ權勢アリテ而カモ又簿記學熱心ノ政事家ナレバナリ其後コルベルト
[Jean-BaptisteColbert］公591(是レマタ佛國有名ノ政事家ニシテルイス十四世
[LouisXIV（在位1643～1715)］ノ朝二仕フ）ノ時二至テ複式採用ノ議マタ甚
ダ盛ナリシト云う｣60)と。
叙上のように海野は，複式簿記の公会計への適用については，Beckmann
の所論に拠りながら，他の箇所と比べて相対的に詳しく叙述している。ただし
彼が，果たして，複式簿記の公会計への適用問題に関して，官房学者の
Beckmannと同様の問題意識を持ってこれを叙述していたのか否かこの点
については，海野の行論から窺うことはできない６１１。
６）１８世紀
これまでの考察において，海野がその歴史叙述の底本としていたBeckmann
の論稿（｢イタリア式簿記｣）ではその考察の範囲は17世紀までにとどまってい
る。しかながら，海野は，18世紀以後の簿記事情についても，Beckmannの論
稿以外の文献に依拠しながら検討を進めている。それは，もっぱらイギリス
(スコットランドを含む）で出版された簿記書についての考察である。
彼は，まず，１８世紀前半の簿記書を取り上げ，「・・・千七百二十六年二至
リチヤーレス，ホツトン［正しくは"EdwardHatton,,］ノ商人必携（ゼ、メル
チヤント、マゲージン）［Ｔ/be肌γc"α"たMZgnzi"α･…（1726)］始テ世人ノ
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ﾄ云う而シテホツトンニ後ル、正二四年（正しくは５年）ニシテ賛成ヲ得タリ
又マルコルム [AlexanderMalcolm］氏ノ著述アリ其書［ＡＴ花ａｔｊｓｃｑ/Ｂｏｏｈ－
(1731)］該博ニシテ紙葉殆ント六百五十二及ブ學士オーガスタﾊcCpj"ｇ….
ス、モルガン［AugustusdeMorgan］大二之ヲ穂セリ降テ千七百三十八年［正
し〈は1736年］二至り蘇格蘭［スコットランド］ノペルス［パース（Perth)］
府二於テジヨン、メイヤー［JohnMair］又一書ヲ印行シテ簿記學原規即チ「ブ
ツクキーピング、メソヂダイズド」［BooMC幼/）ＺｇＭ伽djztL.．…（1736)］
ト名ケタリ蓋シ氏ハベルス府小學［PerthAcademy］ノ教授ニシテ其書尤モ
能ク當時ノ穂賛ヲ得タリ後チ屡々改版シ千七百六十八年［正しくは1773年］二
及テ終二簿記學新論（ブック、キーピングモデルンナイズド）［原文のまま：
BooMC幼ﾉﾉZgIVMCγ"/zけ:．…（1773)］卜更名セリ．．．」62)と説いている。
１８世紀のイギリス，特にスコットランドでは，イングランドとの統合（1707）
による経済力の高まりとともに，簿記・会計を含む実学教育中心の「アカデ
ミー」（academy）と呼ばれた専門学校が設立される。そして，このような実
学志向の学校における人材育成のための教育を念頭に置いた教科書として，
MalcolmやＭairらの簿記書が刊行される。これらの簿記解説書は，イタリア
式簿記の伝統をふまえつつ，これを理論的・体系的に整序した優れた内容のも
のであったが63)，海野は，これらの簿記書の内容そのものについて言及する
ことはなく，上記のように，著者たちの名前と簿記書の標題とを列挙するのみ
である。
続けて，海野は，「・・・蓋シメイヤー氏ト其時ヲ前後シテ響アルモノハウ
エブストル［WilliamWebster］及ヒジエームス、トブソン［正しくは.James
Dodson，,］等マタ數名アリ殊ニトブソンノ如キハ則チ簿記法精規（ゼ、メソツ
トヲブ、ブツクキーピング、レヂウスド、フロム、クリーヤー、プリンシプ
ル）［Ｔ此Acco"伽"ム０γ，ｔｈｅ'Ｍ"ｏｄｑ/BooMcePj咽ded"ccdMw〃ｃ/eαγ
，γ/"CIP/Cs,.…（1750)］ト云ヘル複式ノー篇ヲ著シテ備サニ伊太利派簿記ノ至
要ヲ詳論シ以テ廣ク其書ノ採ルベキヲ示セリ而シテ當時ノ商民終二氏力説ヲ容
ル、ノ明ナクトブソン多年ノ苦心空シク水泡二属セリ嘆ズベキナリ・・・」"）
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と記している。
さらに’8世紀後半の簿記事情について，彼は，「・・・尋テ千七百五十八
年ダウン［BenjaminDonn］氏以来ウストン［WilliamWeston］ヅウリング
[DanielDowling］テイロル［WilliamTaylor］ジルヲース［Ｔｈｏｍａｓ
Dilworth］クーク［JohnCooke］セツケル［JohnSedgers］等有爲ノ諸氏相
繼テ輩出シ、．．」65）と述べている。
これらの簿記書についても，海野は，もっぱらWebsterやDodson,あるい
は，Don､，Weston，DowlingTaylor，Dilworth，Sedgerといった簿記書
の著者たちの名前と，場合によりその標題を列挙するだけである。
ただし海野は，１８世紀末のイギリスで刊行された二つの簿記書，つまり，
BenjaminBoothのＡＣＯ”ノルSys〃〃ｑ/BooA-AcePi'z9,….（1789）と，
EdwardT・JonesのノWzes1sE"g/ＭＳｙｓ陀加ｑ/ＢＯＯﾉMcCPj'ｚｇｈｙＳｊ'zg/ＣＯγ
DC"b/ｃＥ"jry,…．（1796）については，多少ともその内容に踏み込んだ叙述を
行っている。
まず，Boothの簿記書について，海野は，「・・・遂二千七百八十九年ベン
ジヤミン、ブース［BenjaminBooth］ナル者起しリ氏ハ本ト英國龍動府ノ商
人ニシテ夙二意ヲ斯學二潜メ大二之ガ改良ヲ企圖シタリ嘗テ英國二簿記ノ良書
ナキヲ嘆シテ曰ク｣“)と記し，当該簿記書の「序論」（Introduction）中の文言
●●●●●●●●
を引用して，「我力國ノ如キ商業隆盛ノ土地ニシテ尚ホ未タ夫ノ商寳ノ大分部
●●●●●
二應用シテ［傍点は筆者が追記］能ク其實際ノ活用ヲ全フスル所ノ簿記書アラ
ザルハ誠二慨嘆スベキ至ナリ惟フニ是レ他ナシ今日民間梓行スル所ノ書ダル多
クハ所謂實際二明カナラザル人若クハ事業二經験ナキ人ノ著述ナレバナリト｣671
と述べ，Boothの簿記書刊行の目的を明らかにしている。
そして，海野は，「故二氏力簿記學大全（エ、コムプリート、システム、ヲフ、
ブック、キーピング）［原文のまま：ＡＣＯ腕ルノcSystc"ｚｑ/BOOﾙｰﾙCCP/"ｇ…･］
ヲ著述スルニ當テハロリチ頗ル意ヲ此二用ヒテ通篇ノ議論悉ク之ヲ實際ニ採り遂
二夫ノ仕謹日記ノー帳二擬テ簿記學自然ノ活用ヲ明カニシ以テ大二伊太利派簿
●●●●●●●●●
記ノ面目ヲ一新セリ是レ世二氏ヲ穂シテ伊太利派中興ノ法主［傍点は原文のま
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ま］ト爲ス所以ナリ・・・」68)と説いている。
すなわち，Pacioloの「簿記論」以降のイタリア式簿記（＝複式簿記）の伝
統を継承したＭairらの教科書的簿記書に対して，Boothの簿記書は，イタリ
ア式簿記の枠内ではあっても，それを帳簿組織の改良（特に分割仕訳帳制（特
殊仕訳帳制）の採用等）を機軸として革新したもの，つまり，折からイギリス
で自生的に進行しつつあった工業化（industrialization）の流れ，いわゆる「産
業革命」（IndustrialRevolution）の渦中にあって，従来のイタリア式簿記を大
規模商業経営に適した近代的な会計記録法へと脱皮させるべく企図されたもの
である。かかる実践的簿記書の刊行を目指したBoothについて，海野は，上
記のように特に「・・・伊太利派中興ノ法主・・・」と記して．高く評価して
いるのである69)。
他方，Jonesは，従来のイタリア式簿記を批判しこれに代わる新たな簿記
法としての「イギリス式簿記」（Englishsystemofbook-keeping）を提案し
当時の斯界に大きな論議を呼び起こした人物である。
この新式簿記法について，海野は，次のように述べている。まず，「・・・
當時ブリストル港ニーノ商人起り大喝一聲痛ク伊太利派ノ簿記ヲ排斥シタリ是
ﾚ所謂エドワードヂー、ジヨンス［EdwardTJones］ナリ差シジヨンスハ
ブリストル府（英國第三ノ開港場）ノ勘定役［Accomptant]70)ニシテ其職務
常二帳簿ヲ検閲セリ故二破産倒行ノ`惨状ヲ見ル毎ニロリチ其記帳法ノ甚タ備ラザ
ルヲ嘆シ慨然トシテ之ヲ矯正スルノ志アリ今其改良ノ要吉弓聞クニ曰ク伊太利
派ノ簿記ダル其式精二似テ精ニアラズ寧ロ誤謬ヲ避クルノ道甚タ狹駐ニシテ夫
ノ所謂貸借ノ決算二至テハロリチ實二非常ノ煩勢ヲ要シ且ツ縦令上幸ニシテ之ガ
平均ヲ得ルモ未タ是ヲ以テ其貸借決算ノ正確ナルモノト爲スベカラズ是レ伊太
利派簿記ノ甚ダ備ラサル所以ナリ豈二之ヲ蟻シテ別二一派ヲ建ツルノ便且ツ正
ナルニ如ンヤト・・・」7mと述べる。
続けて，彼は，「・・・遂二千七百九十六年新式簿記法一篇ヲ上梓セリ世二
●●●●
是ヲ英吉利西［イギリス］派簿記法ノ始祖［傍点は原文のまま］ト云う當時英
國ノ人民ハ皆氏力著述二目属シ其書一タビ出ツルヲ見レハ則チ英國商業ノ景況
－４８－
経営論叢第７巻第１号（2017年８月）
ハ爲メニー愛スルノ恩ヲ爲セリ故二氏ガ豫約出版ヲ公告スルニ及テ未タ數日ナ
ラザルニ忽チ數百金ヲ集ムルヲ得クリ因テ氏ハ官二稟シテ之ガ専寶特許ヲ請上
以テ大二將來ノ改良ヲ期セリ．．．」72'と記している。
さらに海野は．「．.、差シ其書千七百九十六年以来數回ノ改正増補ヲ經
テ千八百三十一年二至り遂二－大新書トナレリ是レ氏力三十餘年ノ經験二成ル
モノニシテ世二簿記學例解（ゼ、サイヤンスヲフ、ブック、キーピング、エ
キザンプリフワイド）［Ｔ/icscic"ｃｃｑ/ｂＯＯＭｅｅｐｉ"ｇ“e”/z(/7Ｃａ・…（1831)］
ト稲スル者實二是ナリ…」731と述べるが,JOneSの説く「英吉利西派簿記法」
つまり，「イギリス式簿記」は，かかる新式簿記法に対する彼の熱意と努力に
も力きわわらず，大方の期待を裏切る結果しかもたらさなかった。
この点について，海野は，「．．、然ルー其書不幸ニシテ終二英國商民ノ
エハベクテーシヨン
希望二［振り仮名は原文のまま］二適セズ忽チ社會ノー大議論ト爲')甲難シ
乙駁シ今ハ却テ伊太利派薑式ヲ主張スルモノ陸續輩出シテジヨンスガー身全ク
重園ノ中二階リ孤城落日マタ憐ムベキノミ此時二當テミル［JamesMill］氏74）
一方二起リテ即チ大二雨黛ノ間二周旋シ遂ニジヨンスカ引用セル材料ヲ採テ之
ヲ日記、仕讓ノー帳二編製シ以テ備サニ伊英二式ノ優劣ヲ比較シー刀両断ノ下
乃チ伊式ノ善良ヲ發明シ大ニジョンスカ持論ノ非ナルヲ排斥シタリ是二於テカ
雨黛ノ季上漸ク歌ンデ數年ノ勝敗始テ一決セリ世二是ヲ複式ノ凱旋［傍点は原
文のまま］（トリヤンフ、ヲフ、ダブル、エンタリー）［thetriumphofdouble
entry］ト云ヘリ．．．」751と記している。
その上で,海野は，「．．、爾來ジヨンスノ説全ク地二瞳テ世人瓢企ノ希望
空シク烟霧二帰シ了しり余西史ヲ讃ンテ此二至ル毎二未夕嘗テ氏力爲メニ之ヲ
惜マズンバアラザルナリ之ヲ要スルニ伊英二式ノ季ハ實ハ我力簿記學上一大進
歩ヲ促カシタル者ニシテ今日吾人力伊式ノ良法二由テ能ク商業社會ノ秩序ヲ保
ツ所以ノモノハ真ニジヨンスガ賜ナリ吾人何ンゾ之力爲二感泣セザラン
ヤ．．．」76)と結んでいるのである。
要するに，Jonesによるイタリア式簿記に対する急進的な批判と挑戦，そし
て，これに代わる新式簿記法としての「イギリス式簿記」の提案は，会計史上，
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珍しいほどの論議を呼び起こすことになった。結果として，かかる論議は，
Jonesの「イギリス式簿記」の欠点を露呈させ，会計記録法としてのイタリア
式簿記，つまり，複式簿記の優位性を改めて確認させることになる。まさに海
野が記すように「トリヤンフ、ヲフ、ダブル、エンタリー｣771が明らかになっ
たのである。
このように，Jonesの「イギリス式簿記」は，会計の歴史上，一つの「徒花」
に終わるが7８１，しかし彼が新式簿記法を企図した背景には，先のBoothの
場合と同様に伝統的なイタリア式簿記（＝複式簿記）を当時の大規模商業経
営に適したものへの近代化を求める時代的要請があった。Jonesの企図は失敗
に帰したが「EdwardJonesの物議を醸した著作とともにわれわれは近代的
簿記の時代（theeraofmodernbookkeeping）に入る｣79)と言われるのであ
る。
７）１９世紀
１９世紀の簿記事情について，海野は，まず，「蓋シケーリー［PatrickKelly］
ノ書千八百一年簿記學元論（ゼ、イレメントヲフ、ブック、キーピング）［原
文のまま：ＴﾉｾＣＥ/C"zC"たｑ/BooA-ACCPj''9,．…］ノ名ヲ以テ初テ世二出テシヨ
リローライン［WilliamLorraine］モリソン［ClerkMorrison］ホツトン
[CharlesHutton］等有名ノ學士マタ相踵テ起り爾來我力簿記學ノ繁榮實二昔
日二倍葎セリ．．．」801と述べ，当時のイギリスの簿記書の著者たちの名前を
挙げる。
そのうち，特にKellyについて，彼は，「・・・其説尤モ能ク世二容レラレ屡々
統刻アリ然しドモ其書唯タ簿記學近代ノ進歩ヲ示スニ在テ深ク學理ノ説明二及
ハズ．．．」81)と記して，Kellyの簿記書は，複式簿記の近代化を示すもので
あるが，学理の深い説明には及んでいないと述べている。
続けて，海野は，「・・・千八百二年二月刊行ノニコルソン［William
Nicholson］氏哲學雑誌DVJcho/so"ｂＰ/iｶﾞﾉosOPAicaノノリ"γ"α/：より正確には
/ひ"”α/Cl/・Ｍｚｍｍ/ＰﾙﾉﾉosOP/zjﾉ,Ｃﾉﾉc"zぶゆ1,α"。/此Ａγ応］・・・」からの引用
トセシチーとして8２１，「時勢ト實際トノ必用［振り仮名は原文のまま］ヨリシテ起リタル
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簿記學上ノ改良ハ固ヨリ其複式ノ根本ヲ改ムニ非ラズ唯ダ従來ノ勘定製理法及
上分業法ヲ改良シ以テ其商業ヲ自在ナラシムルニ在り是し猶ホ製造家ノ分業法
二依テ其業ヲ翠グルガ如シ今余（ケーリー）ガ論スル所ノ要黙ハ則チ亦此改良
ヲ示スニタトナラザルナリ乃チ日記簿ノ如キ之ヲ數種ノ補助簿二厘別シテ各其擴
任ノ記録トシ而シテ毎一帳ヲ－箇月間ノ取引二分チ以テ仕課上若干ノ手數ヲ省
クモノ則チ是ナリ然しドモ其改良ノ利益ハ濁り蕊二止マラズ夫ノ元簿登記二於
テ特二其功ノ箸シキヲ見ルベシ是レ他ナシ現金、手形、手數料、保険料及上利
息ノカロキ皆ナ－箇月間ノ合計ヲ以テ直二之ヲ元簿二組入ル、ヲ得ベケレバナリ
今是ノ如ク煩勢ヲ省キ重複ヲ減スルハロリチ今日我力商家一般二使用スル所ノ通
法ナリト」83)と説いている。
先のBoothの簿記書の影響を受けて，Kellyもまた．もとよりイタリア式簿
記（＝複式簿記）の根本それ自体を変革するものではないが帳簿組織の改良
と総合転記の工夫などによって記帳業務の合理化を目指した実践的簿記書の刊
行を企図したのである。
海野はまた，「・・・要スルニ簿記ノ術ダル戟近百年ノ進歩實二驚クベキ者
ニシテ夫ノ東半球二於テハ則チ、英、佛、燭逸［ドイツ］及ビオーストリア、
ホーランド［オランダ］等ノ諸國二至ルマデ皆ナ伊法ノ複式二擬ラザルモノナ
ク・・・」別)と記して，東半球，特にイギリスフランス，ドイツ，さらにオー
ストリアやオランダ等において複式簿記の普及を見ていることを指摘する。
さらに彼は，西半球，具体的には北アメリカの状況についても言及する。
すなわち「・・・又西半球二於テハ則チ北米合衆國［アメリカ合衆国］尤モ
其學二鋭意熱心シ所在皆ナ商業學校ヲ設テ盛二簿記學ノ原理及ビ其應用ヲ教授
シ今日二至テハ傭然トシテ學校中ノー學科トナレリ然しドモ古來簿記學ノ短所
ヲ求メテ之ヲ批難スルノ要鮎ハロリチ實際ト原理トノ間ニー大懸隔アリテ其説容
易二行ハレザルヲ以テナリ是故二米國二於テハ夙二意ヲ蕊二用上州内ノ學校必
ス實地演習ノー科ヲ設ケ勉メテ學生ヲシテ其論理ヲ實施セシムルノ便ヲ輿ヘタ
リ・・・學生ヲシテ徒二空理ノー偏二流レザラシム故二今日ハロリチ理、實相共
二行ハレテ益ス斯學ノ隆盛ヲ見ルー至しり・・・」851と。そして，「・・・鳴呼
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簿記學ノ起ル其レ此ノ如ク久シ世ノ斯學二從事スルモノ何ゾー恩セザシテ可ナ
ランヤ．．．」861と結んでいる。
すなわち，海野は，それまでに取り上げたイギリスなどの場合と異なり，簿
記書の著者たちの名前，あるいは，その標題に言及することはないが，西半球，
特にアメリカ合衆国（以下，アメリカと略記する）では簿記の教育が非常に熱
心に行われており，「商業學校」（つまり，商業専門学校（commercialcollege）
や実業専門学校（businesscollege)）を設けて盛んに簿記の原理と応用を教授
していること，また，実際と原理との間に大きな隔たりがあるがゆえに複式簿
記が容易に行われないという，従来から簿記教育の欠点として指摘されてきた
批判に対処するため，実地演習の科目を設けてその理論を実践できるよう工夫
していることを指摘する。そして，それゆえにアメリカでは，海野の言う
「・・・理、實相共二行ハレテ益ス・・・」との状況が醸成され，簿記が隆盛
を見るに至っていると述べているのである。
８）簿記の文献目録と結び
海野は，「・・・今バルゴー氏以來近代二至ルマテ其尤モ著名ナルモノヲ學
グルベキハ則チ左ノ如シ、．．」87)と記して，複式簿記を世界で最初に印刷教
本として解説した「簿記論」を含む，Pacioloの数学書『スムマ』が出版され
た1494年から1880年に至るまでの期間に出版された簿記書のリストを提示す
る。ただし，それは，以下に掲げるように，個々の簿記書の出版年とそれぞれ
の著者たちの名前のみのリストであった。
「千四百九十四年
千五百三十一年
千五百四十三年
千五百六十五年
千五百六十九年
千五百八十八年
千五百九十六年
リウカス、ヂー、バルゴー
ジヨハン、ゴツトリーブ
ヒウグ、ヲ_ルドカスツル
バレンチン、メンハー、デー、ケンプテン
ジエームス、ピール
ジヨン、メルリス
ニコラス、ペートリー
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千六百二年
千六百七十四年
千六百八十四年
千六百八十四年
千七百二十六年
千七百三十年
千七百三十年
千七百三十六年
千七百四十年
千七百五十年
千七百五十八年
千七百六十年
千七百六十八年
千七百六十八年
千七百七十七年
千七百八十三年
千七百八十四年
千七百八十九年
千七百九十六年
千八百一年
千八百七年
千八百九年
千八百十一年
千八百十八年
千八百二十年
千八百二十三年
千八百二十八年
千八百五十一年
シモン、スチーブン
ジョン、コリンス
アレキサンドル、リセツト
リチヤード、ダフホルン
チヤーレス、ホツトン
マルコルム
デ、モルガン
ジヨン、メイヤー
ウエブストル
ジエムス、トブソン
ドウン
ウストン
ドウリング
ジヨン、メイヤー再版
ペーリー、エンド、スクラツトン
テイロル
ヂルヲース
ベンジヤミン、ブース
エドワード、トーマス、ジヨンス
ピー、ケイリー
ローライン
シー、モリソン
チヤレス、ホツトン再版
リツチー、エンド、コロンヘルム
アール、ヂー、ハミルトン
シー、モリソン再版
チンウル
ゼイ、エー、ベン子ツト
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千八百五十一年
千八百五十一年
千八百六十年
千八百六十三年
千八百六十八年
千八百六十八年
千八百六十九年
千八百七十年
千八百七十一年
千八百七十一年
千八百七十一年
千八百七十一年
千八百七十二年
千八百七十二年
千八百七十三年
千八百七十四年
千八百七十五年
千八百七十五年
千八百七十五年
千八百七十七年
千八百七十九年
千八百八十年
ジエームス、ハツドン
イラ、メヒウ
イラ、メヒウ再版
ブライヤント、エンド、ストラツトン
クリツテンデン
ハミルトン、エンド、ベル
全再版
ダブリユ、スミス
エル、ビー、ハナホルド
シー、シー、マルス
チヤレス、ハツスウル
ライト
イー、ジー、ホルソム
ダブリウ、イングリス
ダブリウ、アール、ヲ_ル
ハミルトン、エンド、ベル三版
ジョン、力ルデコツト
ジー、エヌ、コーメル
エフ、ハイン、カーター
エチ、モンリー六版
ゼイ、グロスベツク
ダツフ ｣88）
上掲のリストに掲記された簿記書の著者たち，つまり，「リウカス、ヂー、
バルゴー」ら「ダツフ」までをもって，海野は，「以上記スル所ハバルゴー氏
以來軌近二至ルマデ凡ソ四百餘年ノ間欧米諸國二輩出セル伊、英雨派ノ尤モ有
名ナル者ナリ・・・」８，)と述べている（なお，海野が掲げた出版年とカタカナ
表記の執筆者名から筆者が推定した簿記書の一覧については，別途，本稿の注
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88）に示しているので参照されたい)。
このリストに関連して，海野は，「・・・彼ノ英國ノ如キハヲールドカスツ
ル氏以來既二百五十餘種ノ簿記書出デタリト云へり今夫レ簿記學ノ起ル此ノ如
ク久シト錐ドモ而カモ其實際二行ハレテ能ク偉大ノ功ヲ奏スルニ至リシハ實二
千八百年代ノ初トス・・・」901と記している。すなわち，イギリスでは
Oldcastleの簿記書以来，既に250種余の簿記書が刊行されているが，複式簿記
が実践されてその機能を能く発揮するに至るのは，1800年代の初め，つまり，
19世紀初頭のことであった旨を併せて指摘しているのである９１１。
最後に，海野は，「・・・鴻儒ジョンソン［SamuelJohnson］嘗テ言へルコ
トアリ曰ク簿記ヲ知ラザルモノハ共二商業ノ道ヲ談ズベカラズト．．．」921と
記して，詩人・批評家かつ英語辞典の編集者でもあったイギリスの碩学
Johnsonの文言を引用する。その上で，わが国の状況について，「・・・然ラ
ハロリチ筍モ國ヲ亜細亜［アジア］ノ東方二建テ、其盛衰ヲ貿易ノー路二決セン
トスルモノ抑モ斯術ヲ措テ將タ何二頼ランヤ將タ何二頼ランヤ｣93)と述べ，国
家の盛衰を貿易に依存するわが国における簿記の重要`性を高調して，『簿記學
起原考」の本文を閉じている941。
Ⅲ結語
本稿では，海野力太郎（纂謬）「簿記學起原考』（1886）を考察しその叙述
内容の詳細な検討を通じて，わが国への洋式簿記の本格的導入の黎明期に登場
した彼の先駆的な会計史研究の内容を明らかにすることにあった。
既に述べたように，『簿記學起原考』は，わが国で最初に会計（簿記）の歴
史を取り上げた著作ではない。本書に先立って刊行された曾田愛三郎の「記簿
法Book-keeping」が存在するからである。ただし曾田の論稿は，明治初期
の新しい諸学科の起源について，外国の文献を基に編輯・解説した便覧的小冊
子である「学課起源署説』（1878）に収載されたわずか３頁強の小稿であり，
その中で，簿記の歴史が略述されていたにすぎない。これに対して，海野の『簿
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記學起原老」は，単行本として、会計（簿記）の歴史を取り上げたわが国で
最初，世界的に見ても，FosterのＴｈｃＯγ“〃α"dD0gγｅｓｓｑ／Booh-
Ac⑪/噸･…（1852）に次ぐ第二番目のものと位置づけられる。
もちろん明治初期の欧化政策の下でようやく本格的に導入されるようになっ
た洋式簿記，とりわけ複式簿記の技法そのものの習得に精一杯であった時期に
刊行された『簿記學起原考」に研究上のオリジナリティを求めることは酷で
あると考えられる。海野は自らの歴史叙述を展開するにあたり参考にした文献
を「引用書目」に列挙している。しかし，そこに掲げられた19冊の欧米の文献
のうち，簿記に関するものはわずか６冊であり，しかも，その中で簿記の歴史
を専門的に取り上げた文献は皆無である。また残る歴史，数学，および，辞
書・百科辞典の類に属する１３冊の文献のうち，簿記の歴史を専門的に論じたも
のは，わずかにBeckmannの論文集Ｂの)/戒gcz"γGcsc/bicﾙﾉＭeγＥ戒"`""即〃
の英語版，特にその第四版であるＡＨＪＳわびｑ/ＷｚＵ伽/o"s，Discoucγ/Ｃｓα"ｄ
ｏγdgjns（1846）に収載された論稿，つまり，「イタリア式簿記」（"ItalianBook‐
keep-ing，，）のみである。
もっとも，『簿記學起原老」の「引用書目」に掲げられた欧米の文献だけでも，
これらを個人的に入手（蒐集）することそれ自体が，明治期，特にその前半に
あっては，きわめて困難であったであろうし，さらに，これらの文献から簿記
の歴史を叙述（纂訳）することはもっと困難であったに違いない。しかし海
野は，欧米の文献を精力的に蒐集しBeckmannの論稿を主たる底本としつつ，
それだけでなく，他の著作も含めて．これらの文献からの抜粋をもって本書の
主要部分を構成したのである。
「簿記學起原考」の内容は，前節で見たように，端的に言えば，欧米（主と
してイギリス）で刊行された簿記書と，これらの著者たちの名前の羅列的列挙
にとどまっている。海野がわずかでも簿記書の教示内容に踏み込んでいるの
は，Stevinの「簿記論」および，BoothとJones（EdwardTJones）の簿記
書など数えるほどしかない。しかも，個々の簿記書の間での相互関係（系譜）
についての検討もなく，またこれらの簿記書とそれらが刊行された時代の社
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会経済的環境とを照応させようとする試みも見出されない。もちろん今日の会
計史研究の成果に照らして誤った叙述と判断される箇所も見出される。その意
味で，本書は，文献史的研究の範檮，しかも，その初歩的段階にとどまるもの
と言えよう95)。
しかしながら，本書に見出されるこのような限界ないし欠点は，今日と異な
り，￣次史料の蒐集と分析が容易でなかった当時のわが国における会計史研究
の状況を考えれば，やむを得ないものと考えられる。むしろ，本書に対する評
価は，学界人ではない実業人でありながら，明治期前半の困難な時代的環境下
にあって,会計の歴史，特に複式簿記の起源とその発展に並々ならない関心を
抱き,海外の先行研究に依拠するものではあったが本書の執筆と刊行に果敢
に取り組んだ海野の熱意と努力に向けられるぺきであろう96)。このような観点
から見れば，海野の『簿記學起原老」は，当時としてきわめて画期的な著作で
あり，驚くべきものであると言えよう。本書は，わが国における会計史研究，
と言うよりは近代会計制度構築の黎明期に出現した先駆的業績として高く評価
され，かつ，尊重されるべきものと考えられる971。
[注］
＊ 本稿は，拙稿（中野［2016]）にその－部（Ｖｌ～Ｖ，３）として収録した論稿
について，その後の考察結果に基づき加筆・修正を行ったものである。
わが国の学界で海野の「簿記學起原考」に最初の着目したのは，LucaPacioli
の「簿記論」（1494）－これは，後述するように．複式簿記を印刷文献の形で
世界最初に解説したもの－の邦訳をわが国で最初に試みた人物である平井泰
太郎であったと言われる（西)|’（孝）［197512頁；同［19821203頁；see平井
[1920183頁)。
「簿記學起原考」に関する先行研究としては，江村［19531序説；小島［1965]’
第９章；同［19731第５章；西)|’（孝）［1975］；同［1978］；同［19821第二部
簿記学起原考解題があるので参照されたい。
また，本書については，西川孝治郎によ})，“ORIGINOFBOOK-KEEPING”
という標題で英訳が試みられている。この英訳版については，西川（孝）［1982］
の巻末に収載されているので併せて参照されたい（｢復元・簿記学起原考｣)。
l）
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[論文］わが国における会計史研究の先駆的業績（中野）
1873年は，この年の12)lにわが国で最初の複式簿記解説書であるShand（講述）
銀行簿記精法」（全５分冊）が出版されるとともに，後述のように，同年６月に
わが国最初の洋式簿記の解説書となる福澤諭吉（訳）「帳合之法」（｢初編｣，２
分冊）が，また，１０月に加藤斌（訳）「商家必要」（｢初編｣，２分冊）が，それ
ぞれ刊行されている。これらのことから，「1873年」をもってわが国における近
代会計制度展開の起点と捉える考え方があり，例えば，日本会計研究学会は，
このときから百年が経過した1973年に，この間に公表された会計文献の総目録
を作成するなど百周年記念事業を実施している（黒澤［198211‐２頁；ｓｅｅ
日本会計研究学会近代会計制度百周年記念事業委員会（編）［1973])。
もっとも，福澤が，後に「福澤全集緒言」に収載された「民間経済録」の冒
頭に，「明治六年の頃帳合之法を發行して、書物は買れたれども、扱この帳合法
を商家の實地に用ひて店の帳面を改革したる者は甚だ少し。・・・」と記してい
るように，複式簿記の実務への浸透・普及は容易でなかった（福澤［1958161頁；
see田中［20051134-135頁)。
Shandの『銀行簿記精法』（1873）の詳細については，西川（孝）［1971],第五話；
同［1982]，第一部銀行簿記精法解題；黒澤［19901第一編第一章を参照され
たい（Seeａｌｓｏ津村［2009］；同［2014］；白坂［20131第２章)。
福澤の『帳合之法」（1873/1874）の詳細については，西川（孝）［19711第七話；
同［19821第一部1帳合之法解題；黒澤［19901第一編第三章を参照されたい
(Seeａｌｓｏ片岡（泰）［20071第13章；津村［2007］；同［2016])。
なお，本文中でも記したように，福澤の「帳合之法」は．1873年に単式簿記
を解説した「初編」（２分冊）が，翌1874年に複式簿記を解説した「二編」（２
分冊）がそれぞれ刊行されている。したがって，複式簿記を解説した著作とし
ては『銀行簿記精法」に遅れるが，単式簿記を含めた洋式簿記の解説書として
はわが国で最初のものになる。
力[|藤の「商家必要」（1873/1877）の詳細については，西川（孝）［1982]，第一部
商家必要解題を参照されたい。
小林の「馬耳蘇氏記簿法」（1875）と「馬耳蘇氏複式記簿法」（1876）の詳細に
ついては，西川（孝）［19711第八話；同［1982]，第一部馬耳蘇氏記簿法解題
を参照されたい（Seeａｌｓｏ片岡（泰）［20071第15章；津村［2010])。
なお，洋式簿記が本格的に導入されるようになった明治初期にあっては，そ
●● ●●
の当時に出版された簿記解説書の標題，たとえば，「銀行簿記精法」や「帳合之
●● ●●
法j，あるいは，『馬耳蘇氏記簿法』，『馬耳蘇氏複式記簿法」などに見られるよ
うに，英語の"bookkeeping"に相当する語として，「簿記｣，「帳合｣，「記簿」と
いったさまざまな邦語が工夫・創案されている。そして，それらは，次第に，
今日，われわれが用いている「簿記」に収敵されることになる。
わが国固有の簿記法，特に江戸時代の商家等で実践されていた「和式帳合法」
２）
3）
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の詳細については，小倉［1979］を参照されたい（Seeａｌｓｏ大森［19211第四；
平井［1936］；山下［1936］；小倉［1962］；1可［1990］；北島（編著）［1962］；
河原［1977］；西川（登）［1993］；末永［2000］；'11'1ｕ［2005],第２節；|可［20141
第１章・第２章；津村［2014])。
また，江戸幕末から明治初期，特に1873年に至るまでの時期の洋式簿記導入の
試みについては，例えば，西Ⅱ’（孝）［19711第三話～第'11話を参照されたい。
曾田は，本稿で考察する海野の『簿記學起原考」（1886）に先行する1878年に，
｢記簿法Book-keeping」と題された論稿を著している。これが，わが国におい
て，会計（簿記）の歴史を取り上げた最初の著作と位置づけられる。ただし
当該論稿は，本文でも述べたように，単行本ではなく、自由党系のジャーナリ
ストとして活動した曾田が教師時代に編輯した明治初期当時の新しい諸学
科の起源を取り上げた便覧的小冊子である「學科起源署説」（1878）中に収載さ
れたものである。そして，そこでは，複式簿記（＝イタリア式簿記）の歴史が，
｢化學」（Chemistry）「理學」（NaturalPhilosophy)，「歴史」（History)，「地
理學」（Geography)，「四則算」（Arithmetic)，「代數學」（AlgebraL「幾何學」
(Geometry)」のそれとともに，海外の文献に依拠しながら３頁強で概説されて
いる（曾田［1878111丁右～12丁左)。
曾田の当該論稿に論及している先行研究として，小島［'9731193-194頁；西
川（孝）［１９７５１６頁；同［1982],200-201頁がある（西)|’（孝）［1959］の巻末に，
｢學科起源署説」中の「記簿法Book-keeping」の複製版が掲載されている)。
なお，「學科起源署説」以外の曾田の著作として．国立国会図書館サーチによ
れば，「欧羅巴革命史」（上・中巻:訳書）（1884)，「大英今代史」（全２巻:訳書）
(1885)，「未来の商人一名・功名の魁」（1887）などが挙げられる。
曾田の「記簿法Book-keeping」は，当時の状況に照らして，彼自身のオリジナ
リティに基づくものではなく，外国の文献に依拠したものである。曾田自身は，
依拠した文献について明らかにしていないが，叙述内容がきわめて近似してい
ることから，曾田の論稿は，ドイツの官房学者であったJohannBeckmannが
分冊形式で刊行した科学史・技術史に関する論文集Bay/ﾉｾﾞｶﾞｇＰｚ”Geschic肱
火γＥｍ"伽２９℃〃（1780～1805）に収載された，複式簿記（イタリア式簿記）の
歴史を論じた論稿（"VomltaliaenischenBuchhalten鰯)，より具体的には，ドイ
ツ語の原書を基にイギリスで独自に編集・出版された英語版，特にその第四版
にあたるＡＨＩｓｒＯ”ｑ/I"z1e"rjo"s,Djscozieγｉｅｓα"ｄｏγjgi"ｓ（1846）に収載され
た論稿（TtalianBook-keeping鋳）を底本，と言うよりはBeckmannの論稿の邦
訳（正確には前半部分の邦訳）であると考えられる（中野［201519-10頁)。
なお，曾田の「記簿法Book-keeping｣，および，その底本となった
Beckmannの"ItalianBook-keeping鯛，それぞれの叙述内容の詳細については，
中野［2015］を参照されたい（Beckmannの著作については，後褐する注17）
８）
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[論文］わが国における会計史研究の先駆的業績（中野）
!()併せて参照のこと）。
Fosterは，ＡＣＯ"ｃｊｓｃＺＭｚｔｉｓｅｏ〃ＣＯ加舵（ね/BooMcqDj7zg･…（Boston，
1836）や，ＤＣ"6/ｅＥ"”Ｅ/"CiC/α陀小…（London，1843）に示されるように，
大西洋の両岸で，複式簿記の解説書などを含めて，多くの著作を刊行している。
このうち，Ｔ"ＣＯγigj〃α"qrルQgγussq/ＢＯＯ/McqDi'zgP･…について，Fosterは，
その当時に所有していた150点以上の会計関係の文献に基づいて著したとする
が，同書は，「序文」（Preface）と「文献目録」（WorksonBook-keeping"，
"AmericanWorksonBook-keeping"，および，“MercantileTables"）などを除
けば，本文はわずか22頁，全体でも自著の紹介（"NewandPopularWorks,By
BFFoster"）を含めて54頁にすぎない。しかしながら，ともかくも，会計（簿
記）の歴史を初めて専門的に取り上げた単行本が出現したという点で，会計史
研究の歴史上，画期的著作と位置づけられる（Foster[l8521pjii;see久野（秀）
[19791273-279頁;Ｙａｍｅｙ［1980],ｐ90)。
西)|’（孝）［19711328頁；同［1975]，２－５頁；同［1982],196-199頁。
海野は，実業人ではあったが，「簿記學起原老」以外にも，国立国会図書館サー
チによれば，簿記に関する著作として，「罫線學』（1888)，「元帳〆切之図」
(1888)，『簿記學の起源及び沿革」（1898)，「實用簿記法」（1899）などを出版し
ている。また簿記以外の著作として．『心酔記」（編）（1893）や『鉄道関係書
類７（植木家資料)」（編）（1913）なども刊行している（See西川（孝）［1971]，
328-329頁；同［197514頁；同［19821197-199頁)。
海野［18861「序文上
なお，『簿記學起原老」の刊行と同じ時期に発行された『東京經濟雑誌』（經
濟雑誌社，1886年９月号）においても．「・・・簿記學起原考は海野力太郎氏の
纂讓に成り簿記學の起原及び其沿革を叙述せられたる良書なり弊社の田口卯吉
が其巻首に左の數言を序しければ蓬に褐て看官の閲覧に供す」と記されて，本
文中に掲げた「序文」と同一内容の文言が掲記されている（田口（卯）［1886])。
本書に「序文」を寄稿した田口卯吉（1855～1905）の活動分野は多岐の範囲に
及んでおり，経済学者かつ経済評論家であり，啓蒙家，歴史家，政治家，実業
家などでもあった。田口の生涯とその活動内容の詳細については，田口（親）
[2000］を参照されたい。
海野［18861「例言｣。
海野は，「引用書目」に見られるように，引用文献等については著者の姓と著作
の標題のみを示すだけであり，同一の著作について，異なる版や出版年・出版
地のものがある場合にも，いずれを用いたのか，その詳細を示していない。ま
た，本文における歴史叙述を進める過程においても具体的な引用文献等を該当
箇所に明記していない。この点について，小島男佐夫は，「簿記學起原老」が刊
行された当時の状況を斜酌して，「・・・当時一般的には，多くの訳書が著者名
10）
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のみを記して原書名を示さず．或いは他の訳本を底本とした場合にもそれを示
さない等の比較的ルーズな出版事情であった。そうした事情を反映してか，海
野氏も欧文の原書を抜粋してその大意を訳述しこの書を成すといいながら，
その所論については，一々その出典を注記することをせず，・・・」と記してい
る（小島［19651245頁)。
海野［18861「引用書目｣。
西川（孝）［1975］；同［1978］；同［1982］には．『簿記學起原考」の「引用
書目」中に掲載された欧米文献の著者と標題についての調査結果が記されてお
り，その大部分は国立国会図書館に所蔵されていると言われる（西川（孝）
[197519-11頁；同［1978],82-84頁；同［1982]’193-19頁)。
なお，以下のリストは，「引用書目」中にカタカナで表記されている欧米文献
について，筆者が，「簿記學起原考」の刊行年に近い時期に出版されたものを，
各種の文献目録やデータベース等から推定した結果を示したものである（ただ
し海野は，同一標題の著作について，異なる版や出版年がある場合に，その
いずれを用いたのか，詳細を記していないので，あくまでも参考例として掲げ
ている)。
16）
(a）簿記
.「メヒウ氏：プラクチカル、ブツクキーピング」
IraMayhew，ＭｎノルｚｃｂＰｍｃｔｊｃａノＢＯＯﾉＭ２ゅﾉﾌﾞＺｇｅ"zbmcﾉﾌﾞ２９ｓ/"g/ｃα"ｄ
Ｄｏ"b/ｅＥ"tZy,…・’140ｔｈｅ。,Philadelphia,1880．
※初版は1851年にＡＰｍｃｒｉＭＳ１'sだ"７がBOOﾙｰﾙCCPﾉﾉｚｇｈｖＳ/"g/ｅα"ｄ
Ｄｏ"b/ｃＥ"”,．…（NewYork）という標題で刊行
．「カーター氏：プラクチカル、ブツクキーピング」
FredericH、Carter,ＰｍｃｔｊｃａノＢＯＯﾙｰﾉbe幼/"ｇａｄＷｅｄｔｏＣｏ"T机eγｃｉａノα"ｄ
〃｡/伽/Acco"""）Z9,.…，２ｎｄｅｄ.,Edinburgh､1874．
※初版の刊行年は確認できず（1885年に第五版の刊行あり）
．「ホルソム氏：ロジカル、ブックキーピング」
EzekielGFolsomThcLQgjCq/ACco""ｊＳ;Ａ/VCzcEXPosﾉﾉﾉo〃Ｑ/ﾋﾟﾙｅＴﾉbe‐
０かα"ｄＰｍｃｔｊｃｅｑノルzイルＥ"”BOOﾉﾔﾉbeeP/"9,ｂａＷ１ｊ〃VZz/"c,.…,New
York,1873.
．「ハナホルド氏：ブツクキーピング、パイ、シングル、エンタリー」
LymanBHanafordandJesseW､Paysonβ00ﾙｰﾙどゅﾉﾉＺｇ６ｙＳｉ"g/ＧＥ"
岬;/bγＣＯ"z机0〃ｓｃｈoC/S..…,NewYork,1858．
※「1871年」版の刊行あり
．「ジャクソン氏：プラクチカル、システム、ヲフ、ブックキーピング、パイ、
ダブル、エントリー」
－６１－
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GeorgeJackson,〃chso"ＳＣＯ）”/e花ＳＷＣ”ｑ/Ｐｍｃｔ伽/ＢＯＯﾉMeePi"9,…，
Ｎｅｗｅｄ,London,1843．
※「1860年」版の刊行あり
.「イルスオース氏：シングル、エンド、ダブル、エントリー、ブツクキーピ
ング、エンドビジ子ス、マニュアル
HenryWEllsworth,Ｅﾉﾉszco〃肺Ｓｉ'Zg/ｅα"ｄＤｏ"6/ｅＥ"”BooA-Ae"/"ｇ
ａＭＢ"s/"cssMz"“ﾉﾉ・・・・，NewYork,1868．
※1875年に第六版の刊行あり
(b）歴史
.「ベツクマン氏：エ、ヒストリー、ヲフ、インベンシヨンス、ジスコバリー
ス、エンド、ヲルジンス」
JohnBeckmann（JohannBeckmanm)，ＡＨ/st0がｑ/Ｔ"DC"tzo"s，
Discozicγｚ２ｓａＭＯγdgrj"ｓ（translatedbyW，Johnson；revisedand
enlargedbyWFrancisan。』.Ｗ､Griffith)，４ｔｈｅ｡,London,1846．
※英語版の初版は1797年にＡ田sroryq／ﾙﾉzwrjo"ｓα"dIDjscoz1eγzes
（London）という標題で刊行
.「フリデート氏：アンセント、ヒストリー」
PeterFredet,Ａ"c/e"/ＨＩＳ/ｏｒy;β0"Zr"ｃＤｊＷパjo〃Cl/伽ｓｏ"ｓｑ/ｿVOC,ｔｏ
ﾉﾉｚｅＢａｒ地ｑ/・血ｔｉｚｌ腕α"ｄＣｈα"摩ノルＲｏ机α〃RCP"Ｍｃｊ"ｔｏα〃
ＥｍＰｊ”,….，Baltimore,1849．
※1879年に第三十三版の刊行あり
(c）数学
.「ダビス氏：マゼマチカル、ジクシヨナリー」
CharlesDaviesandWilliamGPeck`Mzr"ｍａｔｊｃａ/Ｄｊｃｔｊ０"α､ﾉα"ｄＣｙｃルー
ルｄｊａｑ/Mzthe腕ａｒｊｃα/Ｓｃｊｅ"cc.．…,NewYork,1855．
※「1872年」版の刊行あり
.「ルーミス氏：ツリーチー、ヲフ、アルゼブラ」
EliasLoomis,ＡＴ”α"SCO〃Ａ睦伽,NewYork,1846．
※1873年に改訂版の刊行あり
.「トドハンター氏：イレメンツ、ヲフ、ユウクリツト」
IsaacTodhunter，Ｔ舵Ｅ/の"c"ｔｓｑ/Ｅｚｨc〃/bγノノｚｅＵＳｃｑ／Ｓｃ"oC/Sα"ｄ
ＣｏﾉﾉagUs;・…，Ｎｅｗｅｄ,London,1867．
※初版の刊行年は確認できず（｢1886年」版の刊行あり）
(｡）辞書・百科事典
．「リイ氏：ユニバーザル、ジクシヨナリー、ヲフ、アーツ、サイヤンセス、
エンド、リテラチユアー」
AbrahamRees，ＴｈｃＣｙｃﾉ”αcdiα；０γ，助ｉ２ｗＭＤｊｃｆｉ０"α/､ノｑ／Ａγ/S，
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Scjc"cc,α"ｄＬｊｔｅｍｒｚｨ”,London,’819-1820.
．「ナイト氏：インサイクロピヂア、ヲフ、ブリタニカ」
CharlesKnight,Ｔ〃ｃＥ'zg/ＭＥ"Gyc/”aed/α,London,1868.
．「ブランデ氏：エ、ジクシヨナリー、ヲフ、サイヤンス、リテラチユアー、
エンド、アート」
WilliamT・BrandeandJosephCauvin（eds),ＡＤｉｃｔｉｏ"αかけＳｃｉｅ"cc，
Ｌｉだ、ｔ"γｅ＆Ａγ/:.…，２ｎｄｅｄＬｏｎｄｏｎ,1852．
※1875年に新版の刊行あり
｡「ビートン氏：エ、ジクシヨナリー、ヲフ、ユニバーサル、インホルメーシ
ヨン」
Ｓａｍｕｅｌ０.BeetonandJohnSherer,Bceto"ｌｓＤｊｃｒｊｏ"αｒｙｑ/Ｕ７ＺｊｚｗＭ
Ｄ(/Ｍγzatjo";…．，London,18581862．
※1877-78年に改訂版の刊行あり
．「チヤンバー氏：エ、ジクシヨナリー、ヲフ、ユニバーサル、ノーレツヂ、
ホール、ゼ、ピープル」
WilliamChambersandRobertChambers（eds.)，Ｃ加沈比γs(Ｓ
Ｅ"cyc〃ＰａｅｄｊａｆＡＤｉｃｔｉｏ"α'くｙｑ／い『/z'eγsαノＫ"OZU/cdgどんγ／/ｉＣ
Ｐ２”/e,….，London,1868.
．「コーランヂ氏：ポピユラル、エンサイクロピヂヤ」
LeodeColange,ルノハＰ”"/αγＥ"Cyc/”αedjtz,ＡＵ>ｚｉｚｗＭＤｊｃｔｊｏ"α”Cl／
Ｅ"g/ＭＬα'zg"α9F，Ｓｃｉｃ"Ce，Ｌｊｔｃｍｔ"γ２，α"(ノＡγ/，Philadelphia，1870‐
1871.
．「リプレー及ダナ氏：アメリカン、サイクロピヂヤ」
GeorgeRipleyandCharlesADana（eds.)，Ｚ〃Ａ'"cγｊｃａ〃Cyc/”α２．m；
ＡPOP"/αγDjc"0"αrycl/Ｃｅ"2ｍ/Ｋ>zoz(ﾉﾉe(29℃,NewYork,1883-1884．
※初版は1858-63年にＴﾉｉｅＭｚ()Ａ'"eγｊｃａ〃Cyc/”αe伽,ＰＡＰ”"〃γ
Ｄｉｃｔｊ０"αZyq/Ｃｅ"e、/Ｋ"0z(ﾉﾉedgP（NewYork）という標題で刊行
･「キツドル及スチーム氏：ゼ、サイクロピヂヤ、ヲスエジユケーシヨン」
HenryKiddleandAlexanderJ、Schem（eds.)，Ｔ"ｃＣｙｃ/ＯＰａｃｄｊａｑ／
Ｅｄ"car/0"；ＡＤｊｃｔ/o"α"ｑ/・Ｉ>（/bγ"zatjo〃／１，γノルＵＳｅｑ/・Ｔｃａｃﾉﾉcだ，
Ｓｃﾉｶ００/Ｑ'７ccだ,Ｒzγe"た,α"ｄＯｔ/be（,NewYork，1877.
17） Beckmann（1739～1811）は，ゲッテインゲン大学で45年間にわたり経済学の教
授を務めている。本文中で言及したＢａＷｔｶﾞｇＰＺ”ＣｅＳｃｈｉＣｈ舵。eγＥ坑刎""深〃
(1780～1805）は，Beckmannが刊行したヨーロッパにおける科学史・技術
史の草分け的労作と言うべき論文集である。これは，官房学者であった彼が，
｢発明」（Ｅｒ/f"｡”zgU"）という語を通常の意味よりも広義に解して，文献学的見
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地に加え，当時の科学からできる最大限の実証的見解をもって．金融業から簿
記・為替手形・年金・保険・富くじのような商業技術，あるいは，捨て子院や
孤児院・病院・廃兵院などの社会的施設，さらに，チューリップやパイナップル，
鯉などに至る，きわめて広汎な項目を取り上げ，それぞれの歴史について，分
冊形式（５巻（各巻４分冊，計20分冊)）により，２５年という長い年月をかけて
叙述・刊行したものである。しかも，このBeckmannの論文集については，英
語版一ただしそれは，原書であるドイツ語版からの純然たる英訳書でなく，
原書に含まれた項目が削除または統合される，あるいは原書に含まれていな
い「蒸気機関」が新たな項目として追加されるなど，独自の編集が加えられた
もの－が刊行されている。英語版は，1797年に初版がＡ刑Sro”ｑ/、
"Zz1c"ｒｉｏ"ｓα"dDjscOzwjcsという標題で出版され，続けて第二版（1814）と第
三版（1817）が刊行された後の1846年に標題をＡＨｿStO”ｑ／伽C""o"s，
Ｄ/s〔ｗｅγｉｅｓｕＭＯγ垣/"ｓに改められた第四版が刊行されている｡そして，ドイ
ツ語版と英語版（初版～第四版）のいずれにおいても，解説項目がアルファベッ
ト111頁に配列されない中で，なぜか「イタリア式簿記」（"Vomltaliaenischen
Buchhalten”ｏｒ``ItalianBook-keeping"）が一番最初の項Flに取り上げられてい
るのである（Beckmann［l7831S､1-15;同［l797alpp､1-9；同［l814alpp､1-9；
同［l817a],ｐｐ・'－９；同［l846alppl-5（特許庁内技術史研究会（訳）［l999a]，
41-48頁）；see特許庁内技術史研究会（訳）［2000b1430-432頁)。
上掲のBeckmannの簿記史に関する論稿（"VomltaliaenischenBuchhalten”
ｏｒ“ItalianBook-keeping,，）の叙述内容の詳細については，中野［2015]’２を
参照されたい。
なお，「引用書目」中に，「ベツクマン氏」の著作として，「エ、ヒストリー、
ヲフ、インベンシヨンス、ジスコバリース、エンド、ヲルジンス」と記されて
いることから明らかなように海野が「簿記學起原考」を構成（纂訳）するに
あたり，主たる底本として用いたのも,Beckmannの著作，特に英語版（第四版）
に収載された簿記史に関する論稿（"ItalianBook-keeping"）であった。これは
また，先の注９）で言及したように，「簿記學起原考」に先行する曾田の「学課
起源署説」（1878）に収載された論稿（｢記簿法Book-keeping｣）の底本にもなっ
ている。Beckmannの論稿を介しての海野の著作と曾H]の著作との相互関連に
ついては定かでないが，この点について，西川孝治郎は，「海野は「学課起源略
説」を知らず．自ら英書ベックマン氏事物起源史」を見出してその大半を引用
した・・・」と指摘している（西111（孝）［19821200頁；ｓｅｅ小島［1965],195-
196頁)。
Carteｒ［l8741pp､3-5．
海野［18861「題辞｣。
なお，「題辞」の下には，積み重ねられた３冊の書籍を背にして置かれた左
１８）
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右に頁が開かれた１冊の書籍と，さらにその前に月桂樹の輪が置かれた挿画が
描かれている。
小島［19651246頁；同［19731198頁。
海野が記した「題辞」は，遡れば，Euclides（Euclid）の文言"Asolidisthat
whichhaslength，breadth・andthickness.，，に由来するものと推測されている
(西)|’（孝）［1971]，326頁；同［1975]’９頁；同［19821195頁；小島［19731
198頁；seeTodhunter［l8861p220)。
海野［188611頁。
本稿で考察している海野の著書の標題は．表紙に「簿記學起原考』と記され
ているように．「起原」が用いられている。ただし本文。例えば，「刊行の言葉」
●
の冒頭には「簿記学起源考」と記されて「起源」が用いられてお|)，「起原」と
｢起源」は特に意識されることなく相互代替的に使用されている。
海野［１８８６１２頁。
海野［188613頁。
複式簿記の起源について，かつては古代ローマ説や古代インド説なども提唱
されたことがあるが，現在では中世イタリア起源説が支配的である。ただし
この説は，さらに，①フィレンツェを中心とするトスカーナ説，②ジェノヴァ
説，③ミラノを中心とするロンバルデイーア説，④ヴェネツィア説，さらに，
⑤イタリアの諸商業都市（都市国家）においてほぼ同時期に生成したと考える
同時期説に分けることができる。なお，これらの諸説のうち，Beckmannの論
稿などで言及されるヴェネツイア説については，複式簿記の利用を根拠づける
史料（会計帳簿など）が，フィレンツェやジェノヴァ，ミラノのそれと比べて
相対的に後の時期のものしか現存していない（または，発見されていない）と
いう欠点がある。このように，複式簿記の起源については，史料的な制約や，
複式簿記の本質要件をめぐる論者間での見解の相違もあって，中世イタリア起
源説を採っても，共通した認識を形成するまでに至っていない。しかしながら，
複式簿記が，おおむね13世紀初頭から14世紀末までの間に，イタリアで商業と
銀行業の簿記実務のうちから生成・発展し１５世紀に体系的組織を確立したと
いう点では，多くの論者間に一応の合意が認められる。このような複式簿記の
起源をめぐる諸説の詳細については。小島［19871第２章；片岡（泰）［19881
第１章；同［20051第１節；同［2007],第１章第３節；同［2012a’第１節を参
照されたい（Seeａｌｓｏ泉谷［19801第１章第３節；橋本（寿）［20091第２章2)。
AdamAnderson（1692～1765）は，スコットランド生まれの商業史家であり，
彼の代表的著作には，編年体形式によるイギリスの商業史Ａ〃Ｈﾊﾟtoγ/cαノα"。
C/ｗ"0/09/cαノル`zJcri0〃ｑ／ｒｈｃＯγｊｇｊ〃ｑ／ＣＯ加加eγCe，ル0籾′/ｉｅＥαγ/ｊｅｓｔ
Ａ(PCO""/ＳｔｏﾉﾉｚｃＰγCSC"／Ｔｉ"22.ＣＯ"〃"ｊ"３Ａ〃ＨＪｓｊＷｙｑ/tﾉｹ２９”α/ＣＯ加加2γcjtzノ
"z陀沌sおｑ/伽airＭＥ"zP舵….（２vols,1764）がある。
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なお，Andersonの略歴については，MatthewandHarrison（eds.）［2004ｂｌ
ｐｌ５を参照されたい。
海野［1886]，３－４頁；seeBeckmann［l846alp1（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999a]，４１頁）；seealsoCarter［1874]，ｐ３;cfAnderson［l764a]，ｐ､408;同
[l787blp,130．
ここで言う「リウカス、ジー、バルゴー」とは，もちろんLucaPacioli（cl445
～cl517）のことをさす。彼は，イタリアのトスカーナ地方にあるサンセポルク
ロ（Sansepolcro）で生まれ，フランシスコ派の修道士，後に数学者となり，フィ
レンツェやミラノ，ナポリなど，イタリア各地の大学で数学を講じている。彼
の主著としては，複式簿記を解説した世界最初の印刷文献とされる「簿記論」
(ParticularisdeComputisetScripturis）を収載した数学書Ｓ""""αＪｃ
Ａ７ﾉﾉﾉｶﾉ"ｅｔｊｃａＣｅｏ）"e/γｉａＰγ”oγｔｊｏ"ｉｅｔＰγＯＰＯγtjoｿ１Ｍ/ａ（1494）（わが国ではしば
しば標題の冒頭の語を用いて「スムマ』と略記される）に加えて．αＤ〃"α
D0Poｸﾞﾉﾉo"２（1509）が挙げられる。なお，『スムマ」に収載された「簿記論」の
現代語訳については,Jiiger[1876]；Gitti[1878]；Kheil[1894]；Geijsbeek[1914]；
Crivelli［1924］；Penndorf［1933］；HaulotteetStevelinck［1962］；Brown
andJohnston［1963］；Cripps［1995］などを，また，特にその邦語訳について
は，平井［1920］；片岡（義）［19671第二部；岸［19831第４章；片岡（泰）
[19881第７章などを，さらに，「簿記論」で教示されていた複式簿記（具体的
には，１５世紀当時のヴェネツィアで用いられていた商業簿記（＝ヴェネツイア
式簿記）の特質等の考察については，岸［19831第２章～第４章；片岡（泰）
[1988],第６章・第７章；同［20051第３節などを，それぞれ参照されたい。
なお，Pacioloの「簿記論」以前にも，例えば，BenedettoCotrugliによる商
業解説書ﾙﾉﾉα〃zcγcα/"/tzcMc/〃zeγcα"花ｐｅｒ/で"ｏの中に複式簿記の解説が見
出される。しかし，それは，1458年に原稿が完成されていたにもかかわらず，
出版されたのは1573年に至ってのことである。このCotrugliの「簿記論」（原
稿の写本と出版本）の詳細については，片岡（泰）［20051第２節；同［20071
第２章を参照されたい。
上記の「スムマ」の著者の名前の表記について，かつては"LucaPaccioloヅあ
るいは，“LucasPacciolr，“LucaPaciolo"，．LucasPacioli"など，さまざまな綴
りのものが見受けられた。しかし今日の通説によれば，姓だけで表記すると
きは単数形の"Paciolo"を用い，他方，姓と名を併記するときは「パチョーリ家
のルカ｣，つまり，家族を表すという意味で複数形の"Pacioli'，を用い，“Luca
Pacioli”と表記するのが正しいとされる（小島［1973],序３頁；泉谷［198011
頁注（１）；岸［1983]，（序）ii-iii頁；片岡（泰）［19881101頁；同［2007],８５頁；
seeTaylor［1944])。
なお，Pacioloに関する伝記的叙述については，Taylor［1942］を参照された
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い（SeealsoTaylor［1956］；ｃｆＢｏｙｅｒ［l9891pp278-279)。
海野［188614頁；seeBeckmann［l846alpl（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999al41頁）．
海野［１８８６１４－５頁。
海野［188615-9頁；seeFredet［l8791PartVII（Commerce）．
海野［188619頁。
海野［1886]’９頁；seeAnderson［l764alp､408;同［l787b]，ｐ､130;seealso
Beckmann［l846alp.’（特許庁内技術史研究会（訳）［l999a],４１頁）．
海野［１８８６１９－１０頁。
海野［1886],１０頁；see西111（孝）［l9821p,１５注43．
Cronhelmの簿記書の詳細については，中野［1992]，第５章Ⅱを参照されたい
(Seeａｌｓｏ久野（秀）［'979147-48.255-259頁；中野［2012b1270-271頁)。
なお，Cronhelmの簿記書には，「序文」（Preface）の次に，“Sketchofthe
ProgressofBook-keeping.”と題された稿が特に設けられ，わずか５頁ではある
が，簿記の歴史が取り上げられている。これと同様な簿記の歴史に関する概説
は，Cronhelmの簿記書に先行するPatrickKellyの簿記書ＴﾉｉｃＥ/cﾉﾌﾞze"だｑ/・
BooM2ePi"ｇ…．（1801）にも見出すことができる。同書の「序文」（Preface）
の後にも，“AShortHistoryofBook-keeping．という小稿が設けられており，
そこでは，簿記の歴史が簡潔に論じられている。すなわち，これら二つの簿記
書は，いずれも注１０）で言及したFosterの会計史書Ｔ"Ｏγjgi〃α"ｄル09”SS
Q／BoOMc⑪/"g:….（1852）よI)も半世紀近く前の出版であり，１９世紀初頭の
イギリスでは,会計，特に簿記の歴史に対する関心がそれなりに生じていたこ
とを窺わせる（SeeCronhelm［l8181pp､x-xiv；Kelly［1801]，ppppjv-ix;ｓｅｅ
ａｌｓｏＹａｍｅｙ［l9801pp87-90)。
Jones（ThomasJones）の簿記書の詳細については．中野［1992],第６章ⅡＩを
参照されたい（Seeａｌｓｏ久野（光）［19851第７章§３；中野［2012b1273-275
頁)。
なお，Cronhelmの簿記書に見出される資本主理論的思考は，イギリス本国
で展開されるよりはアメリカに移植・発展される。その初期の例は，アメリカ
でJonesの簿記書に先行して出版されたFosterの簿記書ＡＣＯ"ｃｊｓｅＴγeα'ｉｓ２
０〃ＣＯ加加cγc〃ＢＯＯﾉMeeP/"9,…．（1836）に見出すことができる。そして，こ
のような資本主理論的思考が，Jonesの簿記書やFolsomの簿記書などを通じ
てアメリカで発展的に継承されるのである（See中野［2012b］；ｓｅｅａｌｓｏ中野
[19921第６章～第９章)。
Fosterの簿記書の詳細については，中野［19921第６章Ⅱを参照されたい
(Seeａｌｓｏ久野（秀）［19791267-273頁；久野（光）［19851第７章§２)。
Folsomの簿記書の詳細については，中野［19921第７章ⅡＩを参照されたい
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(Seeａｌｓｏ久野（秀）［1979]，369-374頁；久野（光）［19851第９章§２；中野
[2012b1276-278頁)。
アメリカ的な企業主体論における資本主（主体）理論とドイツ的な勘定理論に
おける物的二勘定系統説（他方で，企業主体理論と貸借対照表学説）を同一線
上のものと解することには検討の余地が残されているかもしれないが，ここで
は，ドイツ語圏の文献だけでなく，広く英語圏の文献をも渉猟して，勘定学説
の系統的分類を試みたKarlKiiferの所説にしたがって同一線上のものと捉えて
おくことにする（Ｋ証ｅｒ［l9661pp､18-30（安平（訳）［1972135-61頁）；vgL
Kafer［l974lS52-57)。
小島［'9651249-250頁；同［'9731199-200頁；西川（孝）［1971]’326頁；同
[1975113頁；同［1982],ｐｐ,16-17;see'１､島［1973],193頁。
海野が，簿記理論に関する議論を展開するにあたり，いずれの所説に依拠し
たかについては他所と同様に明示されていないが，おそらく彼の所説の多くは，
『簿記學起原考」の「引用書目」に掲げている「ホルソム氏ロジカル・ブック
キーピング｣，つま})，アメリカのFolsomのＴ肱ＬＯｇｊｃｑ／Accozｨ"な:…・
(1873)，特にそこで展開されている「価値受渡説」（または「価値得失説｣）（つ
まり，資本主理論一物的二勘定系統説）から大きな影響を受けているように
思われる（See中野［2017141-42頁)。
別稿の「簿記法の起源」（｢實用簿記法」に収載）においても，彼は，「・・・
就中ホルソムの如きは百家の中別に－機軸を出し大に先人未發の學理を唱道し
37）
38）
頗る斯學の進歩を助けたり吾人は仰で其の功徳を頌すべきの義務あり」と記し
て，Folsomの所説を高く評価しているのである（中野［201714042頁；ｓｅｅ海
野［189913-4頁)。
なお，堤永類（編）『簿記學教程」（1886）にも，海野と同様な等式関係を用
いた簿記の理論的説明が見出されると言われる（西川（孝）［'9711327-328頁)。
海野［1886111-12頁；seeBeckmann［l846a],ｐ２（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999a],４２頁）．
海野がPacioloの『スムマ」の刊行年を，「1494」年ではなく，「1495年」と
誤って記したのは，もちろん彼が本書執筆の底本としたBeckmannの論稿にお
ける誤記をそのまま受け継いだことに他ならない。このことは，当時のわが国
における会計史研究の状況を考慮すればやむを得ないものと考えられる（See
Beckmann［l846alp.’（特許庁内技術史研究会（訳）［1999a141頁）；seealso
Beckmann［l7831S2;同［1797],ｐ､2;同［1814a],ｐ､2;同［l817a],ｐ､2）
ただし，海野による誤記の原因となったBeckmannのそれもまた，彼が引用
したMatthieudelaPorteの簿記書に見出される誤記に起因している。Ｄｅｌａ
Ｐｏｒｔｅは，１８世紀前半のフランスを代表する簿記書Ｌａｓｃｊｃ"ｃ２ｄ２ｓ〃cgoczα"ｓ
…．（1704）の著者であり，同書には複式簿記の歴史に関する叙述が含まれて
39）
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いる。岸［1975］に拠れば，ＤｅｌａＰｏｒｔｅは，1704年版で，複式簿記がイタリア
人により発明されたものであることに言及しているが，印刷術の創始との関連
で複式簿記書の出版を1530年頃と考え，Pacioloについては知ることなく，また
後世，簿記史上に名を残した彼の「簿記論」にも言及していない。ところが，
DelaPorteの死後，PierreBBoucherにより増改訂された1798年版において，
序文の冒頭に「1495年頃，イタリア人たるルカ兄弟ＦｒｅｒｅＬｕｃ［Paciolo］が，
複式簿記論を印刷させた。この論著が種々の国語に訳された後，ヨーロッパの
諸々の商業都市において，他の箸が出た。これらの著書が印刷されてからとい
うもの，この学は大きく進歩した。・・・」と記され，Pacioloのことが言及さ
れるに至る。1798年版に見出される内容は既にそれ以前の版にも存在すると推
測されるが，少なくとも1704年版より後であることは明らかである（岸［'9751
318-320頁；seeKelly［l8011p・vｉ（＊）；ｃｆＹａｍｅｙ［l980lp､８６ｎｏｔｅ（14))。
なお，ＤｅｌａＰｏｒｔｅの簿記書の詳細については，岸［19751第17章；土方
[2008],第４章を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l982lpp・'42‐
145)。
海野［1886112-13頁；seeBeckmann［1846]，ppl-2（特許庁内技術史研究会
(訳）［l999al4142頁）．
Pacioloの「簿記論」以後にイタリアで刊行された複式簿記の解説書，例えば，
ManzoniのＱ"αd2γ"ｏｄＯＰＰｊｏ・…（1540)，Casanovaの助ｃｃｃｈｉ０/"cjdjSs航０．…
(1558)，Moschettiのﾙﾉﾉ'2｛"ｊｚｗＭｔ'ｍｍｊｏ・…（1610）の詳細については，
片岡（泰）［19881第８章～第１０章を参照されたい（SeealsoBywaterand
Yamey［l982lpp,41-44,93-95;小島［19871第５章)。
海野［1886]，13頁；seeBeckmann［l846alp､３（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999al43-44頁）．
Gottliebが1531年に刊行した簿記書Ｅｊ〃/e"Ｍｉｚｗ９ｓ花'zdigB"c/ｚＭ"〃・…に
先行して，既にドイツでは1518年にHeinrichSchreiber（Henricus
Grammateus）の簿記書Ａｙ〃〃czM""sﾉﾉﾉcﾉｉＢ"ech・…が出版されている。ま
た，1546年にはGottliebの第二の簿記書Ｂ"c/M､/花"，zzuay肋Ｍｊｃ舵〃""cノ
DC沌陀"digFBzzc肋αﾉﾉe"･…．が刊行されている。これらの簿記書がドイツにお
ける最初期の簿記解説書と位置づけられるが，しかしそこで解説されていた
のはいずれもドイツ式簿記ないしそこからイタリア式簿記への移行段階を示す
ものであった。その意味から．1549年に刊行されたWolifgangSchweickerの
Zi(）腕cﾉｾＢ"cﾉﾉﾊαﾉﾉe",…・がドイツにおける最初の複式簿記の解説書と位置づけ
られるのである（小島［'987198-104,107-110頁)。
なお，Gottliebにより著された二つの簿記書，特にそこで解説されているド
イツ固有の簿記（「ドイツ式簿記｣）の詳細については，片岡（泰）［19941第５
章第３節；土方［2005a］；同［2005b’第２章・第３章を参照されたい（See
40）
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alsoBywaterandYamey［l9821pp､37-40;小島［19871第７章第２節)。
海野［1886113-14頁；seeCarter［l8741p､３．
ただし，海野は，「・・・又一説二英國最古ノ簿記書ハ龍動ノ印刷家ジョン、
ゴース氏初メテ之ヲ上梓セリ卜然ラハ即チニ氏ノ書共二其年ヲ同フシテ出デタ
ルニ似タリ・・・」とも記している。「又一説二」との断り書きがあるが，海野
は，イギリス最古の簿記書として，Oldcastleの簿記書とは別に，同じ1543年に
｢ジョン，ゴース氏」による簿記書が上梓されたと述べているのである。もっと
も，この「ジョン，ゴース氏」とは，おそらくOldcastleの簿記書の印刷者で
あるJohnGoughと推測されるので，1543年に二つの簿記書が出版されたとい
うのは正しくなく，彼がOldcastleの簿記書を別個のものと解したことによる
誤謬であると考えられる（海野［1886114頁；ｓｅｅ小島［1965]，253頁；同
[19731201頁；seealsoThomson(comp.）［1963],ｐ､202;ICＡＥＷ[l9751p､234)。
海野［1886117頁；seeBeckmann［l846alp､２（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999a],４２頁）．
海野［1886117頁；seeBeckmann［l846alp,２（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999al42頁）；cfAnderson［l787b],ｐ､130．
ここで言及されているPeeleのＴﾉｂｅＰＺｚｔ舵zuCZycmPer/、"Cs,.…は，実際
には，Peeleにとって第二の複式簿記解説書にあたる。すなわち，彼は，当該
簿記書に先行して，1553年にＴ"２机α"cγαＭ/b"γ〃ｃ…・という別の標題の簿
記書を出版している。そして，このＴ"〃zα"eγα"Ｗb”池ｃ…・こそが，翻訳
や翻案でないイギリス人自身のオリジナリティに基づいて著された最初の複
式簿記解説書と位置づけられるのである（小島［1971］33.133頁；同［19871
213頁；ｓｅｅＹａｍｅｙ［1963],ppl62;BywaterandYamey［l9821p､51)。
なお，Peeleの二つの簿記書の詳細については，小島［19711第５章・第７
章を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［l9631p・'62-163;ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ
[1982],pp51-53;小島［1987]’第12章第２節；中野［19921第３章11)。
ここで言う「アムシ」つま})，ＪｏｓｅｐｈＡｍｅｓ（1689～1759）は，イギリスの
書誌学者かつ古物蒐集家である。彼の代表的著作に，Ｔ１ｙｐ０ｇ伽ﾉb/cα/Ａ"ｔｊ９"ｊｔｊｅｓＪ
Ｂルノｇα〃Ｈｉｓｔｏγｊｃａ/Acco""/Cl／ﾙﾉﾉ伽Ｚｇｊ〃Ｅ）'9/Zz"dfMtﾉﾉｓｏ机２A此ｗｏノパcＩ／
Ｏ"γＡ"tie"ｔＰγj"'2だ,α"ｄＡＲｅｇｊｓ〃γｑﾉｫﾉｂｃＢｏｏＡｓＰγｊ"redムｙｒﾉｶc柳,ルo池Ｔﾉｶｅ
ＹｂαγＭＣＣＣＣＬＸＸＩｊ０ｔ"CYCαγｌＶＤＣＷＩｔｈα〃Ａ〃cMjjrCo"Ceγ"/"ｇＰγ/"ｔｊ"ｇ
ｉ〃Scot/αＭα"ｄＩγB/tz"ｄＴｏｔ比sα机ｃＴｊ）"２．（1749）がある。
なお，Ａｍｅｓの略歴についは，MatthewandHarrison（eds.）［2004al
pp937-939を参照されたい。
Mellisの簿記書の出版年について，海野は「1589年」と誤って記しているが
Beckmannの論稿では正しく「1588年」と記されている（Beckmann[l846alp2
(特許庁内技術史研究会（訳）［l999a]，４３頁）；同［l7831S8；同［l7971p､4；
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同［l814alp､4;同［l817a],ｐ､4)。
海野［1886]，17-18頁；seeBeckmann［l846alpp､2-3（特許庁内技術史研究会
(訳）［l999a],４３頁）；Carteｒ［1874],ｐ､3;ｃｆＡｍｅｓ［l7491pp410-41L
海野［1886],１８頁；seeBeckmann[l846alpp､2-3（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999al43頁）．
Oldcastleの簿記書は，本文中でも記したように，現存しない（または，発見
されていない）「幻の書」であり，その教示内容は，1588年に刊行されたMellis
の簿記書を通じて，間接的に把握されているにすぎない。さらに言えば，
Oldcastleと，簿記書のＡＰγq/７，６/ｅ/γｅａＭｃ・…との関係も，1543年に刊行さ
れた簿記書が後者しか存在しないという理由から推断されているにすぎない。
なお，Oldcastleの簿記書とMellisの簿記書（さらにはPeeleの簿記書）との
相互関係等については，小島［19711第３章・第８章を参照されたい（See
alsoKats[1926a/l926b];Coomber[1956];Ｙａｍｅｙ[l9631ppl55-l59;同［1979]；
BywaterandYamey[l9821pp66-71;久野（秀）［1979],121-138頁；小島［1987]’
第12章第１節・第３節)。
海野［1886],１９頁；seeCarter［1874],ｐ４
本文中でも記したように，CollinsのＡ〃/"'７０."ｃｔｊｏ〃ｔｏ〃zerc/ｚａ７ｚな
αCCC""な,．…の初版の刊行年は「1652年」でなく「1653年」である。また，「ア
レキサンドル，リセット」の名前（ファースト・ネーム）は正しくは"Abraham”
であり，彼のＡ”ｈｉｔﾉｾαルノルｏ巧Ｔ"ACCＯ脚tα"応Ｃ/0s“･…の初版の刊行年
も正しくは「1660年」である（ただし「1684年」版の刊行あり）。同様に，
DafforneのＴ舵肌γｃｈａ"なＭγγOZUだ.…の初版の刊行年も「1635年」である
(ただし「1684年」版の刊行あり)。
なお，Collinsの簿記書とLisetの簿記書の詳細については，小島［19871第
14章第３節を参照されたい（Seeａｌｓｏ久野（秀）［19791174-177頁；Bywater
andYamey［1982],pplO5-lO7)。
また，DaffOrneの簿記書の詳細についても，小島［19711第１０章を参照され
たい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［l9631pp､169-170;ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp96‐
98;久野（秀）［1979]，165-174頁；小島［19871第14章第２節；中野［19921第
３章Ⅲ)。
さらに，上記のDafforneの簿記書に付言すれば，そこには，わずか１頁では
あるが，ＤpinionofBook-keepingsAntiquity”と題された，簿記の歴史を論じ
た小稿が収載されている。この稿では，複式簿記の起源が古代のギリシャやロー
マに遡ることができるという旨の見解が示されている。ただしこれは，彼自
身が簿記書の中で「私の良い友人」（AGoodFriendofmine）と記している
SimonStevin（後述）の著述に依拠している（翻訳）とされる（Dafforne［16351
"OpinionofBook-keepingsAntiquity厨;seeＨａｖｅ［l956lp242;Ｙａｍｅｙ［1980]，
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p､84;Ｃｆ､海野［188612頁)。
1543年に出版されたＹｍｐｙｎのMezUez(Ｍ"s/γ"cｔｉｅ…・は，イタリア以外の地
で出版された最初の複式簿記解説書である。同書は，原著（オランダ語版一
正確にはフランドル語版）の刊行年と同じ1543年にフランス語版ＷＯ"z1cルノル
srγ"crjo"…･)，また，1547年に英語版（Ａ〃ota6/ｅα"ｄｕｅだ)ノejrcc化"蛇
zUooγAC,…･）が刊行され，それぞれフランス語と英語による最初の複式簿記解
説書になっている。
このＹｍｐｙｎの簿記書（英語版を含む）の詳細については，小島［19711第
４章；岸［19751第３章；久野（秀）［'9791138-150頁；橋本（武）［20081第
３章１Ｖを参照されたい（SeealsoKats［l927a/l927b］；Ｙａｍｅｙ［l9631
pp､159-161;ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp45-47;小島［19871第８章第１節)。
海野［1886117,18-19頁;seeCarter［l8741pp,3-4．
海野［1886114-15頁；seeCarter［1874],ｐ､4．
Stevin（1548～1620）は，南ネーデルラント（現在のベルギー）のブルージュ
(ブルッヘ）生まれの数学者であり，物理学者・技術者である。「簿記論」
(Ｖりだte/jcAeBo"cﾙﾉioz‘｡/"ｇ”c/２１m//αe"Sc"ＣＷ１ｙｓ２（1607)）は，彼自身の数学
書Msco"srjgﾉi2ChedZzc肱"isse〃（1605～1608）の第５部に収載されており，
「イタリア式商人簿記」（＝商業簿記）（CoopmansBouckhoudingopde
ltaliaenscheWyse）と「イタリア式領土簿記」（＝領土簿記）（Bouckhouding
inDomeineopdeItaliaenscheWyse）等に分かれる。このうち，複式簿記の基
本構造を解説するために著述されたとされる「イタリア式商人簿記」の詳細に
ついては，岸［1975]’第７章；橋本（武）［20081第４章；片岡（泰）［19941
第１７章を，また，複式簿記を領土管理（財政管理）に適用すべ<論じられた「イ
タリア式領土簿記」については，橋本（武）［20081第４章を，それぞれ参照
されたい（Seeａｌｓｏ小島［1987]’第13章第３節）
なお，Stevinの数学書は，オランダ語による原書が出版された後，ラテン語
版（HyPo机"e"αｍＭｚｔルノ"α"cα）とフランス語版（A化加0舵ｓ机ａｔ/be机ａｔｊｑ"Cs）
が刊行されており，このうち，オランダ語による原書は「モウリス親王」（Prins
MauritsvanNassau）に，また，フランス語訳はフランスの「スウリー公」
(DukeofSully）にそれぞれ献呈されている。海野は，原書と訳書の出版履歴
や献呈先の整理の誤りから，Stevinをネーデルラントの簿記論者ではなく，
フランスのそれとして言及するという混乱を来しているように思われる（See
岸［19751112,148頁)。
ここで言う「モウリス親王｣，つまり，PrinsMauritsvanNassau（1567～1625）
は，暗殺された父（WillemvanNassau）の後を継ぎ，ネーデルラントのホラ
ント州とゼーラント州の総督として，ネーデルラントのスペインからの独立戦
争（｢八十年戦争」（TachtigiarigeOorlog:1568～1648)）を指導した。彼は，合
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理主義者として，自らの軍隊に対して，「軍事革命」と呼ばれるような，徹底し
た軍事訓練とマニュアル化を図った。複式簿記（＝イタリア式簿記）について
も，このような軍事革命の一環として，領土（ないし国家）の財政管理のツー
ルとしての役割が期待されたものと考えられる。そして，Stevinは，かかる
Mauritsの家庭教師を務め．その後に彼の財政を監督する立場に就いたのであ
り，Stevinはその職責上の必要性から複式簿記を講じたとされる（橋本（武）
[2008161-62.108頁；同［20141第５節)。
海野［1886133頁；seeBeckmann［l846alp､３（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999al44-45頁）．
なお，領土管理（財政管理）に複式簿記を導入しようとするStevin-
Mauritsの改革の実施は，1604年１月に決定されている。そして，領土簿記に
かかわる帳簿（仕訳帳と元帳）も，1604年のものだけが現存していると言われ
る（橋本（武）［2008195-96頁)。
海野［1886133-34頁；seeBeckmann［l846alpp､3-4（特許庁内技術史研究会
(訳）［l999al45）．
ここでKlipsteinが言う文献の標題について，海野は「財政要覧（エン、イン
クワイリー、インツー、ゼ、フハイナンス、ヲフ、フランス」と記しているが，
Beckmannの著作のドイツ語版ではＧγ""｡Sｸﾞtzc‘eγWIsse"sch(Z/ilRecﾉb"""傑刀
Ｂｉ"z"γｊｃ肱"，英語版では，海野のカタカナ表記と同様に，Ａ〃Dz9"/ｒｙ〃０／/ie
FYZz"ｃｅｑ/Ｆね"Ce，特許庁内技術史研究会による邦訳書では他cﾉbeγcﾉｂｅｓｓ"γ/Ｃｓ
ﾉｧ"α"ccsdeFm"Cｅ（正しくは，＆伽γcﾉｶes2rco'Ｍ/ｅｍｒｊ０"ｓｓ"γ/Cs/f"α"ｃ２ｓｄ２
Ｆｍ"cc）というように．それぞれ異なる表記が行われている（Beckmann
[1786],Sl3;同［l814alp､8;同［l817alp､8;|可［l846alp､５（特許庁内技術史
研究会（訳）［l999al46頁)。
Colbert（1619～1683）は，ＬｏｉｕｓＸＩＶ（在位1643～1715）の親政下で財務総監等
の枢要な役職を務め，いわゆる「コルベティズム」（Colbertism）と呼ばれる重
商主義的政策を推進した。フランス商事王令（ルイ14世商事王令）もまた，こ
のような政策の具体的実践の一つとして1673年に制定された。かかる王令は，
商業帳簿と財産目録に関する包括規定が近代国家の法令中に定められた最初の
事例とされる。当該商事王令の詳細については，岸［19751第12章；同［2005]，
第５節を参照されたい（Seeａｌｓｏ三光寺［20141第３節)。
海野［1886134-35頁;seeBeckmann［l846alp,５（特許庁内技術史研究会（訳）
[l999al4647頁）．
海野と同様に，Beckmannの論稿（｢イタリア式簿記｣）を自らが会計（簿記）
に関する歴史叙述を展開する上での底本（実質は翻訳）としていた曾田の場合
には，「記簿法Book-keeping」の叙述は,Beckmannの論稿の前半部分,つまり，
イギリスに関する所論を紹介するところまでで終わっている。すなわち，論稿
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の後半部分，つまり，官房学者であったBeckmannによる簿記の歴史叙述の特
徴（白眉）とも言える公会計（領土管理または財政管理）への複式簿記の応用
に関連する叙述の部分はすべて省かれている。明治初期当時の新しい諸学科の
起源を外国文献に依拠しながら簡潔に紹介するということが，曾田が，「記簿法
Book-keeping」のみならず，これを収載した「学課起源署説」を著した目的で
あったとすれば，これもまたやむを得ないことであったのかもしれない（中野
[2015］９－１０頁)。
海野［1886119-20頁；seeCarter［l8741pp,4-5．
なお，海野は,MalcolmのＡＴγeatjscq/BOOﾉMeePi"＆．…（1731）について，
Carterの所論に依拠して，「・・・紙葉殆ント六百五十二及ブ・・・」と記し
ているが，実際には．当該簿記書は，本文97頁に，序文，帳簿の記帳例示，お
よび，補論を加えた内容のものであり「六百五十二及ブ」というような大部の
簿記書ではない（海野［1886],１９頁；seeCarter［l874lp､4)。
イングランドとの統合後のスコットランドでは，１８世紀後半を中心として「ス
コットランド啓蒙」（ScottishEnlightenment）と呼ばれる文化的黄金時代を迎
え，ＤａｖｉｄＨｕｍｅやＡｄａｍＳｍｉｔｈといった非凡な個'性と知性を併せ持ったス
コットランド人がその当時のヨーロッパに啓蒙主義思想の範を示すとともに，
18世紀後半からの「工業化」（industrialization），いわゆる「産業革命」
(IndustrialRevolution）を機軸とした経済的・社会的変革運動の主体的担い手
となったＪａｍｅｓＷａｔｔなどの多数の技術者や科学者を輩出した。このような動
きは，人材育成。つまり，教育の面で実学重視の伝統を醸成し，1761年設立の
パース・アカデミー（PerthAcademy）を噴矢とする実学指向の「アカデミー」
(academy）と呼ばれる専門学校の登場をみる。かかる実学重視の学校教育の展
開は，教室で用いられる教科書としての簿記書に対する需要を喚起させ，さら
に，「スコットランド啓蒙」が社会進歩の手段としてアカデミックな書物の出版
(代表例はＥ"Gyc/ＯＰａｃ`ｊα〃伽""ｊｃａ:．…（Edinburghed,1768～1771)）を奨
励したことから，簿記・会計の分野においても「スコットランドの優越」
(ScottishAscendancy）と呼ばれる現象，つまり，従来のイングランド人に代
わって，MalcolmやＭａｉｒなどのスコットランド人により優れた教示内容をも
つ簿記書が相次いで出版されることになる。特にパース・アカデミーの初代校
長を務めたＭａｉｒの簿記書ＢＯＯﾙｰﾙeepj"ｇ肌/"o肱tfP･…は，1736年に初版が
出版されて以後，版を重ねながら，1773年には標題もBooh-Ac⑪ﾉﾉｚｇ
１ＶＭｅγ"jzt/:…・と改められて刊行され，１８世紀当時のイギリスにおける複式簿
記教科書の標準版ないし決定版とでも称すべき存在になったと言われる（天川
['9661188-191頁;BywaterandYamey［1982],ｐ・'64;Mepham［1988],ｐ､77)。
なお，Malcolmの簿記書の詳細については渡邊［19831第II部第１章；中野
[19921第４章Ｉを，また，Ｍairの簿記書の詳細については渡邊［19831第Ⅱ
62）
63）
－７４－
経営論叢第７巻第１号（2017年８月）
部第２章・第４章）；中野［19921第４章１１を，それぞれ参照されたい（See
alsoYamey［l9631pp,172-173;ＢｙｗａｔｅｒａｎｄＹａｍｅｙ［l9821pp157-l60,164
167;久野（秀）［'9791190-194.197-202頁；小島［19871第15章第３節)。
海野［1886120-21頁；seeCarter［18741ｐ､4．
海野［1886121頁；seeCarter［1874],ｐ､5．
海野［1886121頁。
海野［1886121-22頁;cfBooth［l7891p､5．
海野は，Booth簿記書の「序論」に記された"ｗｈｅｎappliedtoalargescale
ofbusiness"を，本文中で示したように，「・・・夫ノ商寶ノ大分部二應１１]シ
テ・・・」と誤訳している。そのため，海野は，Boothの簿記書を高く評価し
ながらも，従来のイタリア式簿記を大規模商業経営に適した形態に革新するこ
とを意図したBoothの教示内容の真意を正しく理解できていないという批判が
見られる（小島［1965],259-260頁；同［'9731205-206頁;ｃｆＢｏｏｔｈ[l7891p､5)。
海野［1886122頁。
Boothの簿記書の詳細については，中野［1992］第５章I;渡邊［19931第６章・
第７章を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［l963lpp・'73-175；Bywaterand
Yamey［l9821pp､189-195;久野（秀）［1979],28-30,222-226頁；小島［19871第
１６章第１節)。
なお，海野は，Boothに続く簿記書の著者として，「ウイクス」（JohnH
Wicks）と「シレス」（JohnShires）の名前を挙げている（海野［1886122頁)。
Jonesは，簿記書の本文の前に掲載されている特許に対する「許可書」（"License
touseJonesisnewArtorMethodofmakingupBooksofAccounts鮒）におい
て，自らを"Accomptanrと記している。もちろん，ここで言う“Accomptant”
とは，今日的な意味での特定の資格要件を有する"charteredaccountant”（あ
るいは，“certifiedpublicaccountanr）を指すものではないが，上掲の文章中
に轡makingupBooksofAccounts”と記されているように，１８世紀当時のイギ
リスにおいて帳簿を作成する会計職業人としての"accomptant"が出現していた
ことが示されている。１８世紀初頭のイギリスに生起した「南海の泡沫」（South
SeaBubble）に際して事件の舞台となった「南海会社」（SouthSeaCompany：
正確にはTheGovernorandCompanyoftheMerchantsofGreatBritain
tradingtotheSouth-SeaandOtherPartsofAmericaandfOrencouragingthe
Fishery）の事実上の金融子会社の会計帳簿の「検査」（examining）を担当した
CharlesSnellも同様に，自らを"Accompatant”（あるいはWAccountant"）と
称している（Jones［1796]，ｐ､5；ｓｅｅJones［1795]，TitlePage；Snell［l7091
TitlePage;同［1721?lTitlePage;seeａｌｓｏ中野［2014a])。
なお，上記のように，“accomptant"が今日の"accountant,,に相当する単語と
して用いられている。後者は前者の古語にあたるが他方で，“account"につい
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ては，その古語に相当する``accompt"が用いられず，今日と同様に，“account”
が用いられている。このように，簿記ないし会計の主要な用語に関して，１８世
紀に入ってもなお，今日的な綴りに統一されることなく，当時の文献でも新旧
二通りの綴りの用語が併用されていたことが示される。
海野［1886122-23頁。
海野［1886123-24頁。
Jonesは，彼の簿記書ノリ"esIsE"g/jshSyste籾ｑ/ＢＯＯﾉWbc幼/"ｇ･…が出版さ
れる前年の1795年に予約申込の募集を行っており，その申込数は4,000を超え
イングランド銀行と東インド会社も各々５部を申し込んでいたとされる。また
同書は，イギリスのみならず，ドイツ語，オランダ語，デンマーク語，フラン
ス語，イタリア語，ロシア語に翻訳され，英語で記された簿記書として国際的
に有名になった最初のものと言われる（小島［1987],377頁註；seeＢｒｏｗｎ（ｅｄ）
[l9051pl59;Ｙａｍｅｙ［1944],ｐ､407;同［l9561p314)。
海野［1886124頁。
ここで言及される"JamesMill,,とは，著名な経済学者の"JamesMilrではなく，
accountantandnotarypublic"を職業とした，同姓同名の別人物であるとされ“
る（Ｙａｍｅｙ［l956b],ｐ､314（note3）；Ｃｆ・Ｂｒｏｗｎ（ｅｄ）［1905],ｐ,167)。
海野［1886124-25頁。
海野［1886125-26頁。
SeeKelly［l8011pjx・
新式簿記法に対するJonesの努力がすべて否定されているわけではない。例え
ば，「・・・しかし彼の功績は，日記帳，元帳の多桁式金額欄の使用が，後世
の帳簿形式の上に，多桁化表式化への途を示した点で，高く評価されねばな
らない。・・・」との指摘も見出される（小島［19871387頁；seeCarter［1874]，
P､5)。
Brown（ｅｄ）［1905],ｐ・'67;see江村［1953113頁。
Jones（EdwardThomasJones）の簿記書の詳細については，Ｙａｍｅｙ［l956b］
を参照されたい（ＳｅｅａｌｓｏＹａｍｅｙ［1944］；同［l963lpp,175-179；Bywater
andYamey［l982lpp,196-199;久野（秀）［197913941,227-234頁；小島［1987]，
第16章第２節)。
海野［1886127頁seeCarter［18741ｐ､5．
海野［1886126頁。
海野［1886126頁。
海野［1886126-27頁。
海野［1886136頁。
海野［1886137-38頁。
アメリカの商業専門学校などにおいて，「・・・學生ヲシテ徒二空理ノー偏二
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流レザラシム・・・」ことがないように設けられた「賓地演習」の具体的内容
について，海野は，「・・・今之ヲ例セハ甲モシ銀行者ト爲ルトキハ乙ハ則チ仲
買人1､篤リ丙ハ則チ小責人或ハ問屋卜爲リテ相互二實地ノ商業二模倣シ以テ廣
ク商業世界ノ資況二通暁セシメＨツ遠ク加奈陀［カナダ］地方ノ諸學校ト相互
二「コレスポンデンス」［correspondence］ヲ訂約シテ通信事務ノー端ヲ教
へ・・・」と記している（海野［1886138頁)。
海野［1886138頁。
海野［1886127-28頁。
海野［1886128-32頁。
以下のリストは．「簿記學起原老」の本文中に出版年とカタカナ表記の著者名
のみ掲げられている欧米の文献について，筆者が各種の文献目録やデータベー
スから推定した結果を，参考のために示したものである。
86）
87）
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･1494年：「リウカス、ヂー、バルゴー」
LucaPaciloli，Ｓｚｌ"z"zα‘ｅＡγ//ﾉﾉﾉ"etlrcaCco"zc/γｊａＰ７”0γｔｊ０"ノｅｔ
Ｐ７”0γtj07zα/jmr,Venezia,1494
.1531年：「ジヨハン、ゴツトリーブ」
JohannGottlieb，Ｅ/〃／czuMMcハォe"digBzIc〃Ｍ/c"…．，Nuremburg，
1531.
.1543年：「ヒウグ、ヲ－ルドカスツル」
HughOldcaslte,ＡＰγq/ｆＭ)/ｃｔ７ｃａｎ'ｃｃ…．，London,1543．
※上掲書は現存しない（または，発見されていない）「幻の書」
･’565年：「バレンチン、メンハー、デー、ケンプテン」
ValentinMennhervonKempten,P7pct/9zにＰｏｚｌ７ｂγjez1e"zc"、ﾉﾉｶγe"｡[γＭ
ｃ倣e巧＆蛇"/γ/lruγＭｅｃｏ/"'だs･…,Antwerp,1565.
.1569年：「ジエームス、ビール」
JamesPeele,Ｔ/ｚｅＨｚ//iez('αｖｅｔ０Ｐｃ/九c/"CSS…｡,London,1569．
※Peeleは，上掲書に先行して，1553年にＴﾉｶ２〃zα"cγα"ｄ/bz""zc，
.…（London）を刊行
･1588年：「ジョン、メルリス」
JohnMellis,ＡＭｅﾉｾﾉ"s//wctio〃….,London,1588．
※Oldcastleの簿記書（1543）の復刻・増補版
･’596年：「ニコラス、ペートリー」
NocolausPetri（ClaesPietersz)，Ｔ/ｉｃＰａｔ/ＭＭｗｔｏﾙﾌﾉOZU/ed(ge..…
London,1596．
※上掲書は，1576年にPetri（Pietersz）がアムステルダムで刊行した
P7actjqzZ20"z花化Ｇ７で"γcIhc"e"⑪Ｍｅ７ｃ"c"dc60ecﾉiOzzz(）c"…･の
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“Ｗ・P.，゛による英語版
･’602年：「シモン、スチーブン」
SimonStevin，Ｖｂ（花"cﾉﾔＣＢＯ"c肋0"｡/'２９”ｄｃｈｚ/iae"ｓｃｈｃＷＩ/〕'Sc・…
Leiden,1607．
※初版は「1602年」でなく「1607年」に刊行（フランス語版は1608年）
･’674年：「ジョン、コリンス」
ＪｏｈｎCollins,Ａ〃/"/γodzｲcrjo〃ｔｏｍｃγc力α"jsacco""な,….,London,1653．
※初版は1653年に刊行（｢1674年」版の刊行あり）
･1684年；「アレキサンドル、リセット」
AbrahamLiset，Ａ池Pﾉbjrﾉbα/α〃，ｏγ，Ｔ"Acco"zＰｔα"/Ｓｃ〃set,….，
London,1660．
※Lisetの名前（ファーストネーム）は,「アレキサンドル」ではなく，
“Abraham”（初版は1660年に刊行（｢1684年」版の刊行あり））
･’684年：「リチヤード、ダフホルン」
RichardDaifOrne，Ｔｈｅ/Vb（?"α"応/Ｍ〃o”…．，London,1635．
※初版は1635年に刊行（｢1684年」版の刊行あり）
･’726年：「チヤーレス、ホツトン」
EdwardHatton,Ｔ/ZCA化γc"α"歯MZgzzzi"α…･’８ｔｈｅ｡.,London,1726．
※「1726年」にＴ"Ｃｌ化γc/iα"tbMzgnzj"α…・を出版したのは「チヤー
レス、ホツトン」（CharlesHutton）でなく“EdwardHatton”（なお，
Hattonの上掲書の初版は「1695年」に刊行（｢1726年」に第八版の
刊行あり））
･’730年：「マルコルム」
AlexanderMalcolm,ＡＴ花ａｒｊｓｃｑ/BooMe⑳/"9,…．,Londono1731．
※初版は「1730年」ではなく「1731年」に刊行（なお，Malcolmは，
上掲書に先行して，1718年にＡＭｚｕＴ池ａｔｊｓｃｑ/､Ａγｉｔ伽Crjcﾉ汕刎
BooMeCPﾉﾌﾞＺｇ….（Edinburgh）を刊行）
･’730年：「デ、モルガン」
AugustusdeMorgan,Ｅ/の"c"rsqﾉﾙﾉｫ伽ｃｔｉｃ,London,１８３０
※初版は「1730年」ではなく「1830年」に刊行
･’736年：「ジョン、メイヤー」
JohnMairB00A-heePi）ZgA化/ﾉboﾙｾﾉ;….,Edinburgh,1736.
.1740年：「ウエブストル」
WilliamWebster,Ａ〃EssCZyo〃ＢＯＯﾉMeePi/ｚｇ…．，London,1719．
※初版は1719年に刊行（｢1740年」に第七版の刊行あり）
･’750年：「ジエムス、トブソン」
JamesDodson，Ｔ舵Acco""tα"ｔ，０γ，此れcﾉﾉbodcl/EOC/Ｍ２”/"9，
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ded"cedかo"ｚｃ/eαγＰｒｉ"cjP/Ｃｓ・…,London,1750．
※「1750年」に簿記書を出版したのは，「ジエムス、トブソン」ではな
く，“JamesDodson”
･1758年：「ドウン」
BenjaminDonn.Ｔ/ZCA｢cozl"/α"/:ＣＯ）ｍｚｊ"i"gess(Zyso〃booA-Ac”ｊ'２３.…，
London,1758.
.1760年：「ウストン」
WilliamWeston,Ｔ/ｚｃＣｏ"zP/ｃｊｅＡ化γcﾉiα"ｔｂＣ/ｃ７ん…．,London,1754．
※初版は「1760年」ではなく「1754年」に刊行
･’768年：「ドウリング」
DanielDowling,ＡＣＯ”/cteSyst2"7Cl/、z//α〃BOOﾉMcePj"＆．…,Dublino
1765．
※初版は「1768年」ではなく「1765年」に刊行
･’768年：「ジョン、メイヤー再版」
JohnMair,BooA-AeePj"９Ｍ?/Ｍﾉizt/;･…．２ｎｄｅｄ.,Edinburgh,1741．
※再版（第二版）は「1768年」ではなく「1741年」に刊行（なお，
Ｍairは，1773年に上掲書の実質的な改訂増補版にあたるＢｏｏＡ－
ｈｃｅＰｊ廼肋｡eγ"jzt/,….（Edinburgh）を刊行）
・1777年：「ペーリー、エンド、スクラツトン」
WilliamPerry，Ｔ/ｚｅＭｚ〃Cl/Ｂ"s/"CSS，α"ｄｇｐ"地"zα"ｓａｓｓｊｓｍ"/:…．，
Edinburgh,1774．
※初版は1774年に刊行（｢1777年」に第三版の刊行あり）
※上褐した「ペーリー」（WilliamPerry）の著書（第三版）の刊行と同
じ1777年に，「スクラツトン」（JamesScruton）の著書（Pmctjcaノ
ＣＯ""/j"ｇ－ＨＯ"Sc;０”Ｃａ/czｲﾉａｔｊ０〃αMAcco"ｿ､z"ＭｚＰﾉﾉﾉ"s”〃,…・
（Glasgow）が別途刊行）
・1783年：「テイロル」
WilliamTaylor，ＡＣＯ加肱tesysjeﾉ〃ｑ／Ｐγａｃｔｊｃａ/Ａγﾉﾉﾙ”etjc･…，
Birmingham,1783.
.1784年：「ヂルヲース」
ThomasDilworth，Ｔ肱Ｙ０""gBooA-AceP271sAssjsjα"/:．…，７ｔｈｅ｡.，
London,1777．
※第七版より前の版は確認できず（｢1784年」に第九版の刊行あり）
・1789年：「ベンジヤミン、ブース」
BenjaminBooth,ＡＣＯ”/etcSbﾉs/e籾ｑ/Booh-hcCPj"9,．…,London,1789.
.1796年：「エドワード、トーマス、ジヨンス」
ＥｄｗａｒｄＴ､Jones,ノリ"eslsE"g/ＭＳＷe）〃ｑ/ＢＯＯﾉMcepi）ｚｇｈｙＳﾉﾌﾞzg/２０γ
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ＤＣ"b/ｅＥ"ｔｒｙ・…，Bristol,1796.
.1801年：「ピー、ケイリー」
PatrickKelly,Ｔ"Ｅ/c机e"応Cl/BooMeePi'ＺｇＢｏﾉﾉｾﾑｙＳﾉﾌﾞZg/eα"ｄＤｏ"6/ｃ
Ｅ"try:….，London,1801.
.1807年：「ローライン」
WilliamLorraine,ＢＯＯﾉＭ２⑫/"ｇムyCjIo"6/Ｃｅ"/γＶ・…，Hawick,Scotland’
1807.
.1809年：「シー、モリソン」
CMorrison,ACO”んｔｃＳＷＵ籾ｑ/Wzzcrjcaノ６０鵬AclePj"ｇ･…，３ｎｄｅｄ.，
Glasgow,1822．
※「シー、モリソン」のファースト・ネームについては確認できず
（ICＡＥＷ[1975］では“ClerkMorrison"，他方、ＩＣＡＳ[l976a］と同
［l976b］では℃harlesMorrison,，と，それぞれ異なる表記（なお，
ExploretheBritishLibraryでは"CMorrison”と表記）
※第三版より前の版は確認できず
※第三版の刊行年についてもＪＣＡＥＷ[1975］では「1823年｣，他方，
ＩＣＡＳ[l976a］と同［l976b］では「1822年」と，それぞれ異なる表
記（なお，ExploretheBritishLibraryでは「1822年」と表記）
･’811年：「チヤレス、ホツトン再版」
CharlesHutton,ＡＣＯ机P/etcＴ）ｍｔｊｓ２ｏ〃Ｐｍｃｒｉｃα/Ａγi肋加erjc;α"‘Ｂｏｏｈ－
Ａｃ⑪/"ｇＭｈｈｙＳｊ"g/eα"‘ＤＣ"6/ｃＥ"try..…，３ｒｄｅｄ,London,1771．
※第三版より前の版は確認できず（｢1811年」に新版（byAlexander
lngram）の刊行あり）
･’818年：「リツチー、エンド、コロンヘルム」
FrederickW・Cronhelm,ＤＣ"6/ｅＥ"”ｈｙＳｊ）zg/c,．…,London,1818．
※「リツチー」（Ritchie）の簿記書は確認できず
．1820年：「アール、ヂー、ハミルトン」
RobertHamilton，Ａ〃Ｉ"/γ０．"〔γ/o〃／ＯＡ化)γcﾉbα"ｄｉｓｃ.・・・・’２ｎｄｅｄ.，
Edinburgh,1788．
※「1820年」に新版（byEliasJohnston）の刊行あり
．1823年：「シー、モリソン再版」
CMorrison,ＡＣＯ加此ｔｃＳＷｅｍｑｆＤｍｃｔｊｃα/６００ﾉMeCPj"9,…･'３ｎｄｅｄ.，
Glasgow,1822．
※先に褐記したように，上掲書の第三版の刊行年については，「1823年」
ではなく「1822年」とする表記あり
．1828年：「チンウル」
WilliamTinwell,ＡＴγｃａｔｊｓｃｑ/Ｐｍｃｔｊｃα/Ａγﾉﾉ伽Ｂｒ/cα"ｄＢｏｏＭｅ⑳ﾉﾉzｇｈｙ
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ＳｶﾞﾉZg/ｃＥ'7ｔ）〈y,ＮｅｗCastle，５ｔｈｅ。､1805．
※初版の発行年は確認できず
．1851年：「ゼイ、エー、ベン子ツト」
JamesABennett,ＴｈｅＡ"zeγｊｃａ〃Sys"）〃ｑ/Pmcrjcα/BCCA-片e”i'ｚｇ･…，
NewYork,1820．
※「1851年」に第二十九版の刊行あり
．1851年：「ジエームス、ハツドン」
JamesHaddon,Ｒ"di"Ze"、びり００/MeePi）Ｚｇα"ｄｃｏ籾）"２ｍα/Ｐﾉimseo/Qgy，
London，1851.
.1851年：「イラ、メヒウ」
IraMayhew,ＡＰｍｃｔｊｃα/ＳＷＷ〃ｑ/ＤＯＣ/Ｍ２⑪j"ｇｈｙＳ/"g/ｃα"ｄＤｏ"6/２
Ｅ"”,….，NewYork,1851.
.1860年：「イラ、メヒウ再版」
IraMayhew,ＡＰｍｃｒ/αz/Sys花"ｚｑ/ＤＣ小AcePi'ｚｇムｙＳｉ"g/ｃα"ｄＤｏ"肱
Ｅ"tか,….，６０ｔｈｅ｡.,NewYork,1860.
.1863年：「ブライヤント、エンド、ストラツトン」
HenryBBryant，ＨｅｎｒｙＤ、StrattonandSilasSPackard，Ｂｒyα"/＆
Ｓ”/、〃ｌｓＣｏ""/i)ｚｇＨＭｓｃＢｏｏｈ－々cePj）婬・…,NewYork,1863．
※Bryant，StrattonandPackardは，上掲書に先行して，1861年に
Ｂ”α"ｔ＆Ｓｔｍｒｔ０"(SCO"２腕0〃Ｓｃ/ZooノBOO/Ｍ２”/"9$…．（New
York）を刊行（福澤諭吉（訳）「帳合之法」（全４分冊）（1873/1874）
の原書）
･’868年：「クリツテンデン」
※1868年に刊行された「クリツテンデン」（Crittenden）の簿記書は確
認できないが，前年の1867年には，以下の簿記書が刊行
・SamuelWCrittendenandSalmonH・Crittenden,Ａ〃１Ｍ"ｃｔｉｚ１ｅ
α"ｄＰｍｃｔｉｃａノＴｒｅａｔ/SCO〃BooMe⑪ﾉﾉﾉｇｈｙＳｊ）Zg/ｃα"‘ＤＣ"肌
Ｅ"”,….（CountingHouseedition)，Philadelphia，１８６７（ｌｓｔ
ｅｄ.,1857）．
・ＳａｍｕｅｌＷ，CrittendenandSalmonH・Crittenden,Ａ〃ん〃c胸ｅ
α"dPmcrjcα/Ｔ泥ａｔｊｓ２０〃BooA-he幼ﾉﾉＺｇムｙＳｊ)zg/ｃα"ｄＤｏ"b化
Ｅ"〃･…（HighSchooledition)，Philadelphia，１８６７（ｌｓｔｅｄ，
1857）．
･1868年：「ハミルトン、エンド、ベル」
RobertGCHamiltonandJohnBall,Ｂｏ伽hcePi"ｇ３ｒｄｅｄ，Oxford，
1869．
※初版の出版年は確認できず（｢1868年」版の刊行あり）
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'1869年：「全再版」
RobertGC・HamiltonandJohnBall,BooMeePj'z9,3ｒｄｅｄ,Oxford,1869.
.1870年：「ダブリユ、スミス」
WilliamW・SmithandEdwardMartin，ＢＯＯﾉＭcゅﾉﾌﾞｚｇムｙＳｉ'２９/ｅα〃
ＤＣ〃6/ｃＥ"ｔｒｙ・・・・，NewYork,1859．
※「1873年」版の刊行あり
．1871年：「エル、ビー、ハナホルド」
ＬｙｍａｎＢ・HanafordandJesseW・Payson,BooMcGPi'ｚｇｈｙＳﾉﾌﾞzg/ｃＥ"”；
／bγＣＯ加加0〃ＳｃﾉﾉoC/S;….,NewYork,1871．
※初版は1858年に刊行（｢1871年」版の刊行あり）
･’871年：「シヘシー、マルス」
ChristopherC・Marsh，Ｔ/ｊｅＳｃ/e"ｃｃｑ/ＤＣ"6〃Ｅ"岬BooA-heePi"9,．…，
Enlargedandlmproveded,NewYork,1871．
※初版は1830年に刊行（｢1871年」版の刊行あり）
･’871年：「チヤレス、ハツスウル」
CharlesHHaswelLBooﾉＭc⑳/"ghyDo"肱Ｅ"岬;…．,NewYork,1871.
.1871年：「ライト」
WilliamWright,ＴﾉｾｅＭｚｔｊ０"α/Syste"２０/ＢＯＯﾉMeePj'ｚｇ･…,Philadelphia，
1866.
.1872年：「エー、ジー、ホルソム」
EzekielGFolsom，ＴﾉicLQgjcけAcco""お；ＡﾊﾙｚｕＥｽｧｏｓｊｔｉｏ〃ｑ／ﾉﾉｂｃ
Ｔﾉieo7dノαﾉｚｄＰｒａｃｔｊｃｅｑ／DozイルＥ"/､ノBoohheePj"９，ＢａｓｅＪｉ〃
ＶＭｲc,.・・・，NewYork,1873．
※初版は「1872年」ではなく「1873年」に刊行
･’872年：「ダブリウ、イングリス」
WilliamInglis，BooMcゅ/"ｇｈｙＳｊ"g化α"dDozub/ｃＥ"ﾉﾌﾞdノ・…
Edinburgh,1850.
.1873年：「ダブリウ、アール、ヲ_ル」
WilliamROrr,ＴｈｅＤｏ〃"jo〃Acco""ねr"',.…，Toronto,1872．
※初版は「1873年」ではなく「1872年」に刊行
･’874年：「ハミルトン、エンド、ベル三版」
RobertGCHamiltonandJohnBall,BooMeePj"9,NewandEnlarged
ed.,Oxford,1874．
※初版の出版年は確認できず（1869年に第三版の刊行あり）
･1875年：「ジョン、カルデコツト」
JohnCaldecott,ＡＰｍｃｒｉｃα/Ｃ"jdc/bプル〃ノＴｍ`Cs〃e〃ziwdOtルパノｏ
ＢｏｏﾉＭ２ゆ/"ｇｈｙＤｏ"6/ｃＥ"岬,….,London,1851.
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･1875年：「ジー、エヌ、コーメル」
GeorgeNComerB0oﾙｰﾙcGPj"ｇＲａ"0Ｍ雌｡『；αd(Zﾉ(〕tedﾉﾉ０ＡノノＫｊ"ｄＳｑ／
Bzjsj"CSS,.…，Boston,1861．
※「1875年」版の刊行あり
．1875年：「エフ、ハイン、カーター」
FredericH・Carter,Ｐソロc/ｊｃａノBOO/MeePj"ｇａｃ/”花cノノＯＣＣ"z"zc/Ｔｉα/α"ｄ
ﾙｺﾞｶﾞ(，iα/Accoz"ﾉﾉﾉ"9,･…，２ｎｄｅｄ,Edinburgh,1874．
※初版の出版年は確認できず
.1877年：「エチ、モンリー六版」
HenryManly,Ｔ"ｅＰﾉ･』"ciP/ｅｓｑ/BOOﾉＭc”/"ｇめ'Ｄｏｚｌ肱Ｅ"/ﾉｯ,…･’５
ｔｈｅ｡.,London,1877．
※初版は1864年に刊行
･’877年：「ゼイ、グロスベツク」
JohnGroesbeck,Ｐ７ｐｍＭＢｏｏ/MeGPj"ｇＳｊ"gルα"〔/Dozz比Ｅ"/ﾉｯﾉ….，
Philadelphia,1875.
.1880年：「ダツフ」
CharlesPDuffWilliamHDuffandRobｅｒｔＰＤｕｆｆＤｚ紙ＣＯ"z"zo〃
Ｓｃ/hoo/BOOﾙｰﾙc幼/"9,．BooMc”/"ｇｂＬｙＳｉ"g/２α"drDozzb/ｃＥ"/）〕'..．…，
NewYork,1877．
※「1880年」版の刊行あり
なお，上掲リストの前半部分（1494年のPacioloから1828年のTinｗｅｌｌまで）
は，「引用書I=|」に掲げられた「カーター氏プラクチカル、ブツクキーピング」
つまり，FredericHCarterの簿記書Ｐ/pctjcα/BooMc⑫ｊ"gadtWccノ／O
CC"z"z2γｃｊα/α"コノZzdjczrα/Accoz/"/z"9．…．（2ｎｄｅｄ,1874）の「序」の一部に
含まれた簿記の歴史に関する叙述に拠るものと推測される（SeeCarter［l8741
Pp3-5)。
海野［1886132-33頁。
海野［1886133頁。
BasilSYameyは，イギリスにおける複式簿記の普及時期とその要因について，
おそらく大多数の企業はもっと簡便な記録作成の形式一便宜上「単式簿記」
(`single-entry,）と呼びうるもの－を用いていたということを指摘している。
そして，彼は，１９世紀に入って，複式簿記の本格的普及が促された要因として，
①株式会社企業の増加②所得課税の実施，③会計専門職業人による唱導とい
う，もっぱら外在的要因を挙げている（Ｙａｍｅｙ［19491ｐ・'０５:同［l956a],pll)。
海野［1886138頁。
海野［1886138-39頁。
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94）本文の後に，以下のような根岸兎三郎による「版文」（漢文）が掲載されている。
「古人有言欲知今者必通古欲通古者必史夫治史者欲知其所沿革也譽之
原泉痕々而來者其流遠而大不然者不能成淵焉故観其原則知其流実海
野君著是書意在此乎世之欲講斯學者宜櫨此以通其原始原始既通而爲
今法者益明爲今法者明而所以講之蓋易々焉耳因lWI題数語
明治十九年八月根岸免三郎識」
上掲の賊文（推薦文）を記した根岸は，「仏蘭西行政警察新論」（by
AlphonseGrUn）（1878）の訳者として知られると言われる（西川（孝）［19821
195-196頁)。
また上記の文献以外の根岸の著作として，｜屋|立国会図書館サーチによれば。
｢仏蘭西行政警察新論」（訳書）（1878)，「仏国警察志穀」（訳書）（1879)，「仏国
現行警察新典上巻」（訳書）（1880)，「初学須知続編（牙氏)」（共訳書）（1881)，
｢処世の物種：文明雑俎」（寧楽山人）（1888）などがある。
小島は，この点に関連して，「・・・この先覚者の書物を通じてわれわれが益々
教えられることは，複式簿記の本質把握の確立なくしては簿記の史的研究は唯
単なる歴史的事実の羅列に終って了うことであり，発生史的研究の至難なこと
である｡」と述べている（小島［19651264頁)。
わが国の会計史研究の壁頭を飾る文献がいずれも曾田と海野というジャーナリ
ストないし実業人によるものであったのに対して，会計の専門的研究者による
会計史研究の著作はようやく明治期後半に登場する東爽五郎の著作を噴矢とす
る。東は，高等商業学校（→東京高等商業学校→東京商科大学→東京産業大学
→現，一橋大学）と神戸高等商業学校（→神戸商業大学→神戸経済大学→現，
神戸大学）の両校において教授を務めており，彼が著した「新案詳解商業簿記」
(1902）に「簿記の起源及沿革」また．「商業會計第壹輯」（1908）に「簿記法
古代の沿革」という，それぞれ簿記の歴史を講じた論稿が収載されている。た
だし－次史料の入手（蒐集）と分析が容易でないという，先行する曾田や海
野と比して研究条件がほとんど異ならない状況下にあって，東の二つの論稿も，
海外の先行研究の成果を二次史料として用いたものであった。すなわち，前者
は，注34）で言及したイギリスのKellyの簿記書ＴｈｃＥ/2/"e"なｑ/EooA-
he⑳/"9,….（1801）に収載された`AShortHistoryofBook-keeping,,に，また，
後者は，その当時に出版されたばかりで，今日でもなお会計史の古典書と位置
づけられているRichardＢｒｏｗｎの編著になる会計史書AH7sto'<ｙｑ／
Acco""ﾉﾉ"ｇα"dAcco"tα"/Ｓ（1905）に，それぞれ依拠したものであった（東
[19021第３編第８章；|司［19081第15章；see中野［201lb])。
『簿記學起源考」の刊行後，その影響を受けたとされる著作が登場する。その中
95）
96）
97）
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には，例えば，以下の著作が含まれるとされる。すなわち，堤永類（編述）「簿
記學教程」（1886)，内尾直喜（編）「簿記之友」（1889)，石橋多喜郎「家計簿記
學」（1894)，大谷津直磨「簿記學講義」（1894)，勝村栄之助「普通簿記學教科書」
(1900)，益野倍太郎「複式商業簿記法」（1901）などである（西川（孝）［1975]，
７－８頁；同［'9821202-203頁;see益野［19011第壹編第二章第一節)。
なお，海野は，「簿記學起原考」の出版から十数年を経た1899年に，歴史書で
はない，純然たる簿記の解説書である「實用簿記法」を出版している。そして，
その中でも，特に「簿記法の起源」と題した項を設けて，簿記の歴史を簡潔に
論じている。ただしそれはわずか４頁の小稿であり．その内容も，基本的には，
｢簿記學起原考」の場合と同様に，簿記書とその著者たちの名前の羅列的叙述で
あり．ほとんどの場合，教示内容どころか簿記書の標題や出版年への言及も
ないという，文献史的研究でも，その初歩的段階を脱しないものである。海野
の当該論稿の詳細については．中野［2017］を参照されたい。
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